
 

競争入札に係る質問回答書 

（業務№：55 業務名：社会教育複合施設新築工事  ）※回答空欄部については後日回答します。 

 

番号 区分 頁 事 項 質 問 回 答 

1.  公告 1 6 工期 標準工期 26 ヶ月、準備期間 120 日間以内とあ

りますが、確認申請書が下付される時期はいつ

頃を想定されているかご教示願います。 

下付済。 

2.  公告 1 6 工期 標準工期 26 ヶ月の中には施設の枯らし期間を

含むと理解してよろしいでしょうか。 

含まない。 

3.  契約の

方法及

び入札

の条件 

2 (15)工事請負契約

書 

 

物価スライドについて、全体スライドの現時

点での想定起算日をご教示願います。 

契約日とする。 

4.  

契約の

方法及

び入札

の条件 

2 

(15)工事請負契約

書 

 

物価スライドについて、公的指標と実勢単価

に乖離がある場合、専門工事業者見積書、メ

ーカー見積書、メーカー価格改定通知等を基

に協議をしていただくことは可能でしょう

か。 

物価スライドの算定にあたっては、原則

として物価資料等の公的指標を用います

が、これにより難い特別な事情がある資

材や工種については、その変動を客観的

に証明する資料（メーカーの見積書や改

定通知等）を提出いただき、発注者にお

いて妥当性を検証した上で、協議の対象



とすることがあります。 

5.  構造図 S001 構造関係特記仕様

書-1 

6.ｺﾝｸﾘｰﾄ工事 

 ｺﾝｸﾘｰﾄ強度において､3.ｺﾝｸﾘｰﾄの適用箇所にｽ

ﾗﾌﾞ以外の躯体全般は Fc30 S21 と記載されて

おりますが､ｽﾗﾌﾞのｺﾝｸﾘｰﾄ強度は Fc24 S18 と

考えてよろしいでしょうか｡ 

「スラブ以外の躯体全般」を「曲面スラ

ブ以外の躯体全般」と読み替え、スラブ

のコンクリートは Fc30,S21 としてくだ

さい。 

6.  構造図 S317 ｽﾗﾌﾞﾘｽﾄ  ﾌﾗｯﾄﾃﾞｯｷにおいて､仕様は JFE 建材株式会社 

JF75-16 Z12 と考えてよろしいでしょうか｡ﾌﾗ

ｯﾄﾃﾞｯｷの標準図をご提示願います｡ 

宜しいです。 

7.  構造図 S005 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ構造標

準図-3 

6.柱 

 柱主筋について､柱頭四隅にﾌｯｸを見込むと考

えてよろしいでしょうか｡ 

宜しいです。 

8.  構造図 S103､

301 

2 階基礎伏図 

基礎梁ﾘｽﾄ 

 基礎梁において､図 301 基礎ﾘｽﾄ 2 階基礎梁

に FGx618 の記載がありますが､図 S103 2 階

基礎伏図に記載がありません｡2 階基礎伏図よ

り、基礎梁 FGx618 はなしと考えてよろしい

でしょうか｡ 

宜しいです。 

9.  構造図 S102､

S302､

303 

1 階伏図 

柱芯線図 

RC 柱ﾘｽﾄ 

 柱芯線図について､X6-X7､Y5-Y6 通り間に柱

C44 の図示がありますが､1 階伏図では C55 が

図示されており､相違します｡図 S303 RC 柱ﾘｽ

ﾄには柱 C44 の記載はないため､C55 を正と考

えてよろしいでしょうか｡  

宜しいです。 



10.  構造図 S102､

S302 

1 階伏図 

柱芯線図 

 柱芯線図について､Y5 通り X6-X7 間に柱

C126(1F)の図示がありますが､1 階伏図では

C86 が図示されており､相違します｡1 階伏図

より､C86 を正と考えてよろしいでしょうか｡ 

宜しいです。 

11.  構造図 S101 地盤改良図･1 階基

礎伏図 

 基礎梁 FG722d について､X10-X12､Y2-Y4 通

り､X14-X16､Y2-Y4 通りの基礎梁 FG722d は

多角と考えてよろしいでしょうか｡ 

曲線もしくは柱間スパン程度の多角とし

てください。 

12.  構造図 S202 PC 柱-RC 梁･壁･ｽﾗ

ﾌﾞ取合い 

 PC 柱について､在来躯体(梁･壁･ｽﾗﾌﾞ)が接続

する場合､梁主筋･壁横筋･ｽﾗﾌﾞ筋は定着 L2 と

考え､PC 柱に定着筋と機械式継手を埋込みと

考えてよろしいでしょうか｡ 

宜しいです。なお、PC 柱と取りつく在

来躯体はスラブのみで、梁・壁とは原則

スリットにより定着はありません。 

13.  構造図 S001､

002､

019､

020 

梁貫通孔補強  梁貫通孔補強について､図 S001 特記仕様書 

5.鉄筋工事 7.梁貫通孔補強､図 S002 特記仕様

書 7.鉄骨工事 12.梁貫通孔補強に補強か所は

設備図及び電気図によると記載がありますが､

設備図及び電気図に梁貫通位置､ｽﾘｰﾌﾞ径の図

示がありません｡RC 梁､S 梁それぞれについて

梁貫通ｽﾘｰﾌﾞ位置､か所及びｽﾘｰﾌﾞ径をご提示願

います。 

スリーブ径と箇所数は別添のスリーブ表

をご参照ください。



 



14.  構造図 S103､

407 

梁符号  2 階梁伏図について､X10-11.Y4-5 間に

SB30M がありますが､図 S407 北側壁柱詳細

図では SB70 と記載があり、符号が相違しま

す｡梁伏図を優先し SB30M と考えてよろしい

でしょうか｡ 

宜しいです。 

15.  構造図 S309､

311 

PCa 柱 PC 配線･詳

細図､PCa 柱脚詳細

図-1 

 PCS(S 柱)柱脚詳細について､特記なき限り 7

番に「屋外露出もしくは土に接する PCa 柱に

は垂れ下げ部を設けること｡」と記載がありま

すが､PCa 柱脚詳細図は X13､Y2 通り以外全て

垂れ下げ範囲の図示がある詳細図となってい

ます｡その為､屋外露出もしくは土に接する

PCa 柱の対象は X13 通りと Y2 通り上の PCS

柱以外全てと考えてよろしいでしょうか｡ 

宜しいです。 

16.  構造図 S312

～

312a 

PCa 柱脚詳細図-2

～3 

 PCL･PCM 柱脚詳細について､垂れ下げ範囲

の図示がある柱脚詳細図示のみですが､該当符

号の柱は特記なき限り 7 番より全て屋外露出

もしくは土に接する PCa 柱と考えてよろしい

でしょうか｡屋内もしくは土に接しない PCa

柱がありましたら､対象柱や形状詳細図等をご

提示願います。 

垂れ下げ部があるのは、屋外露出もしく

は土に接する PCa 柱（PCL・PCM）と

考えてください。 

17.  構造図 S406､

407 

曲面ｽﾗﾌﾞ伏図､ﾘｽﾄ､

壁柱詳細図 

 ｴｯｼﾞ補強鉄骨 BH-520×300×16×28 端部納

まりにおいて､球中心側は BT-250×300×25

×25 に接合､北･南壁柱側は南側壁柱詳細図よ

宜しいです。 



り壁内の PL-19 と GPL で接合されていると

考えてよろしいでしょうか｡ 

18.  構造図 S103 

S402 

地盤改良伏図･2階

基礎伏図･2 階伏図 

鉄骨詳細図 

 曲面ｽﾗﾌﾞと小梁との取り合いにおいて､鉄骨

詳細図に曲面ｽﾗﾌﾞと SB55 小梁取り合い詳細

図がありますが､曲面ｽﾗﾌﾞと取合う他小梁

(SB30M､SB70)の曲面ｽﾗﾌﾞとの納まりも SB55

と同様と考えてよろしいでしょうか｡ 

宜しいです。 

19.  構造図 S318 鉄骨部材ﾘｽﾄ  ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ標準詳細図に図示されたﾓﾙﾀﾙについ

て､詳細の記載が無い限り厚さは 30mm と考

えてよろしいでしょうか｡ 

宜しいです。 

20.  構造図 S318 鉄骨部材ﾘｽﾄ  ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ標準詳細図に図示された頭付きｽﾀｯ

ﾄﾞﾎﾞﾙﾄとｲﾝｻｰﾄの長さについて､200mm と記載

がありますが､全ての梁共通で頭付きｽﾀｯﾄﾞﾎﾞﾙ

ﾄ､ｲﾝｻｰﾄの長さは 200mm と考えてよろしいで

しょうか｡ 

宜しいです。 

21.  構造図 S008 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ構造標

準図-6 

 S 造ｽﾗﾌﾞ開口の補強要領について､要領図の

図示がありますが､伏図では開口廻りに鉄骨梁

が配置されており､要領図の溝形鋼や H 形鋼

での補強要領適用箇所が不明です｡適用無しと

考えてよろしいでしょうか｡ 

又､適用箇所有りの場合､適用箇所､開口ｻｲｽﾞを

ご提示願います。 

S 造スラブの点検口箇所に適用してくだ

さい。 

適用箇所、開口サイズは A032 ピット

階平面図に示しています。 



22.  構造図 S013 溶接基準図  裏当て金の材質について､母材の材質と同等

と記載がありますが､母材の材質が

STKN490B の場合､SN490B と考えてよろし

いでしょうか｡ 

宜しいです。 

23.  建築図 A320 消音ﾙｰﾊﾞｰ詳細図  A SEC に図示されている支柱 St L-100×100

について､鋼材厚さや配置箇所､長さをご指示

願います｡ 

St L-100×100×6 としてください。

A320 図 立面図+150mm の長さとして

ください。 

24.  建築図 A320 消音ﾙｰﾊﾞｰ詳細図  B SEC に図示されている支柱 St L-100×100

上下納まりについて､St ｱﾝｸﾞﾙ受け金物の図示

がありますが､鋼材断面寸法やﾎﾞﾙﾄ詳細が不明

です｡詳細をご提示願います。 

FB-6×80, Bolt 2-M12 としてくださ

い。 

25.  建築図 A320 消音ﾙｰﾊﾞｰ詳細図  消音ﾙｰﾊﾞｰ胴縁下地について､配置段数は下記

のように考えてよろしいでしょうか｡ 

□X5-8 間 H=1555→3 段 

□X15-18 間 H=2725→5 段 

宜しいです。 

26.  建築図 A320 消音ﾙｰﾊﾞｰ詳細図 消音ﾙｰﾊﾞｰ胴縁下地について､※φ12 孔の記載

がありますが､立面図の点線部ﾀﾃ材と点線部ﾖｺ

材の交点に見込むと考えてよろしいでしょう

か｡ 

水抜き孔のため、交点ではなく任意の位

置としてください。 

27.  建築図 A006 建築工事特記仕様

書 3 

 耐火塗料について､ﾄﾞｰﾑ部･ﾊｲｻｲﾄﾞﾗｲﾄ部に 1

時間耐火の耐火塗料が適用となっていますが､

A619 図参照してください。 



認定番号等指定がありましたらご提示願いま

す。 

28.  構造図

建築図 

S002 

A006 

A551 

構造関係特記仕様

書-2、鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ

構造標準図-4、耐

火被覆ｷｰﾌﾟﾗﾝ 1 

図 S002 及び A006 に耐火被覆の種類・適用箇

所について記載がありますが相違していま

す。図 A006 を正として、A551.552.553 の範

囲が該当箇所と考えてよろしいでしょうか。 

宜しいです。 

29.  構造図

建築図 

S002 

A006 

A551 

構造関係特記仕様

書-2、鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ

構造標準図-4、耐

火被覆ｷｰﾌﾟﾗﾝ 1 

上記に関連して、梁接合部（PC 上部）の束柱

は耐火被覆不要と考えてよろしいでしょう

か。 （A551 図では柱の凡例なし。） 

束柱の耐火被覆は一般部と同様とし、見

込んでください。 

30.  建築図､

構造図 

A401､

S011､

202 

ﾊｲｻｲﾄﾞﾗｲﾄ詳細図

1､軸組図-2､鉄骨基

準図-1 

 ﾊｲｻｲﾄﾞﾗｲﾄ柱と梁の取合いについて､建築図は

柱頂部に梁が配置されている図示ですが､構造

図では柱に梁が剛接合する図示と相違します｡

構造図を優先とし､柱仕口は鉄骨基準図-1 円

形鋼管柱によると考えてよろしいでしょうか｡ 

宜しいです。 

31.  建築図 A325

～326 

EL ｼｬﾌﾄｶﾞﾗｽｽｸﾘｰﾝ

図 1､2 

 鉄骨柱に鉄骨先付材が取りついていますが､

PL-9×150×150 程度で柱 1 本に対して 3 か

所×2 面で見込むと考えてよろしいでしょう

か｡ 

宜しいです。 

32.  建築図 A325

～326 

EL ｼｬﾌﾄｶﾞﾗｽｽｸﾘｰﾝ

図 1､2 

 鉄骨先付材に溶接されたｱﾝｸﾞﾙとﾎﾞﾙﾄの図示

がありますが､ｱﾝｸﾞﾙ材の鋼材断面寸法とﾎﾞﾙﾄ

の径をご提示願います。 

L-90×90×10、M12 としてください。 

33.  構造図 S320 階段ﾘｽﾄ  鉄骨階段について､ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ定着長は､柱脚 宜しいです。 



部､RC 梁接合部どちらの場合でも 20D と考え

てよろしいでしょうか｡ 

34.  構造図 S320 階段ﾘｽﾄ  鉄骨階段について､ﾍﾞｰｽﾌﾟﾚｰﾄ下ﾍﾞｰｽﾓﾙﾀﾙ厚は

柱脚部､RC 梁接合部どちらの場合においても

30mm と考えてよろしいでしょうか｡ 

宜しいです。 

35.  建築図 

構造図 

A227

～

A229 

S012 

階段詳細図 1～階

段詳細図 3 

鉄骨基準図-2 

 屋内鉄骨階段 1～3 の踊り場受け材について､

建築図の中間部踊り場に受け材の図示はあり

ませんが､構造図 9.鉄骨階段要領に踊り場ﾘﾌﾞ

PL(PL-6×100-@400 以内)の図示がある為､踊

り場ﾘﾌﾞ PL(PL-6×100-@400 以内)を中間部踊

り場に見込むと考えてよろしいでしょうか｡ 

宜しいです。 

36.  建築図 

構造図 

A227 

S320 

階段詳細図 1 

階段ﾘｽﾄ 

 屋内鉄骨階段 1 の段板について､構造図ではﾁ

ｪｯｶｰﾌﾟﾚｰﾄ PL-4.5 ですが､建築図では PL-4.5

と記載があり相違しています｡構造図の CPL-

4.5 を正と考えてよろしいでしょうか｡ 

又､屋内鉄骨階段 2 の段板もﾁｪｯｶｰﾌﾟﾚｰﾄ PL-

4.5 と考えてよろしいでしょうか｡ 

チェッカープレートではなく PL-4.5 と

し、建築図を正としてください。 

 

37.  構造図 S103 

S320 

地盤改良伏図･2階

基礎伏図･2 階伏図 

階段ﾘｽﾄ 

 屋内鉄骨階段 1 について､ｻｻﾗは S 梁(SB30)

に接合すると考えてよろしいでしょうか｡ 

宜しいです。 

38.  建築図 A229 階段詳細図 1  屋内鉄骨階段 3 について､建築図と構造図で ササラ：構造図正 



構造図 S320 階段ﾘｽﾄ 下記が相違しています｡全て構造図を正と考え

てよろしいでしょうか｡ 

      建築図       →     構造図 

□ｻｻﾗ PL-28×320  →  PL-36×320 

□段板 PL-4.5     →  ﾁｪｯｶｰﾌﾟﾚｰﾄ PL-4.5 

段板：建築図正 

としてください。 

39.  構造図 S104 M 階伏図  設備架台鉄骨について､設備基礎との取合い

に設けるﾍﾞｰｽﾓﾙﾀﾙのｻｲｽﾞは下記と考えてよろ

しいでしょうか｡ 

□SB20a の場合→t=30 100×100 

□SB20Wa の場合→t=30 200×200 

宜しいです。 

40.  構造図 S104 M 階伏図  設備架台鉄骨について､下記の設備架台の基

礎との取合いに見込むﾍﾞｰｽﾓﾙﾀﾙ､ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄは

SB20a､SB20Wa１台当たり 2 か所見込むと考

えてよろしいでしょうか｡ 

2.5m 間隔以下かつ合計 2 か所以上で設

ける想定としてください。 



 

 
41.  構造図 S501 駅前ｼｪﾙﾀｰ図  SC13 のﾍﾞｰｽﾌﾟﾚｰﾄ下ﾍﾞｰｽﾓﾙﾀﾙについて､厚み

50 ㎜見込むと考えてよろしいでしょうか。 

宜しいです。 

42.  構造図 S501 駅前ｼｪﾙﾀｰ図  SC13 の柱脚部ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ(4-M16 SS400)につ

いて､長さは 320mm と考えてよろしいでしょ

うか｡ 

宜しいです。 

43.  構造図 S501 駅前ｼｪﾙﾀｰ図  SG12 について､鉄骨部材ﾘｽﾄにﾘｽﾄが無く詳細

が不明です｡SB12 と同様と考えてよろしいで

しょうか｡ 

SG12W を正としてください。 

44.  構造図 S501 駅前ｼｪﾙﾀｰ図  SY1.SX1-SX2 通りの梁符号について､屋根伏 SG12W を正としてください。 



図では SG12 ですが､SY1 通軸組図では

SG12W であり相違しています｡屋根伏図の

SG12 を正と考えてよろしいでしょうか｡ 

45.  構造図 S011 

S012 

S501 

鉄骨基準図-1 

鉄骨基準図-2 

駅前ｼｪﾙﾀｰ図 

 鉄骨部材ﾘｽﾄのﾋﾟﾝ接合継手 TYPE について､

全ての梁､ﾌﾞﾚｰｽの TYPE が B と記載がありま

すが､B が何を示しているか不明です｡鉄骨基

準図の要領図に倣うと考えてよろしいでしょ

うか｡ 

宜しいです。 

46.  建築図 A242 ｼｪﾙﾀｰ詳細図  SC13 について､柱貫通部では〇-139.8×6 で

すが､㋐､㋒､㋓､㋑矢視図では〇-139.8×6.5 と

記載があり相違しています｡SC13 は〇-139.8

×6 を正と考えてよろしいでしょうか｡ 

宜しいです。 

47.  建築図 

構造図 

A242 

S501 

ｼｪﾙﾀｰ詳細図 

駅前ｼｪﾙﾀｰ図 

 SB12 について､構造図では H-125×60×6×

8 ですが､建築図の平面図では H-125×125×

6.5×8 であり相違しています｡構造図の H-

125×60×6×8 を正と考えてよろしいでしょ

うか｡ 

宜しいです。 

48.  設計書 

建築図 

F003 家具図 1  家具図共通特記事項について､「強度確認の

必要なものや仕上がり具合の確認が必要なも

のはﾓｯｸｱｯﾌﾟ製作のこと､またﾓｯｸｱｯﾌﾟ検査費を

見込むこと」と記載がありますが､設計書に家

具ﾓｯｸｱｯﾌﾟは計上されておりません｡各家具ﾓｯｸ

ｱｯﾌﾟの詳細と明確な製作範囲､ﾓｯｸｱｯﾌﾟで再利

F003 図にモックアップ製作リストを示

しており、モックアップ製作費は各製品

に含めている。再利用はしない。 



用するもの､あるいは製作後全撤去となるのか

を項目ごとにご提示願います。 

49.  設計書 442 共通仮設費（積上

分）明細 

 設計書共通仮設費について､ﾓｯｸｱｯﾌﾟ製作 ｻｲﾝ 

全 11 種が 1 式で計上されていますが､ｻｲﾝ図に

ﾓｯｸｱｯﾌﾟの記載はありません｡ﾓｯｸｱｯﾌﾟの対象と

なるｻｲﾝの詳細､明確な製作範囲､ﾓｯｸｱｯﾌﾟ製作

後再利用もしくは全撤去となるのかを項目毎

にご提示願います。 

 

50.  建築図 A019 外部仕上表  屋上防水､田島ﾙｰﾌｨﾝｸﾞ､ﾚｲﾔｰｵｰﾙ工法につい

て､型番や表面塗装の記載が無いようです｡平

部は FL-2･TH(非断熱･SP ｻｰﾓｺｰﾄ仕上げ)､立上

部は FLV-T･TH (SP ｻｰﾓｺｰﾄ仕上げ)程度と考え

てよろしいでしょうか｡ 

宜しいです。 

51.  建築図 A069 

～076 

A563 

断面詳細図 1 

～8 

ﾊﾄ小屋ｷｰﾌﾟﾗﾝ 

 屋外機械置場 改質ｱｽﾌｧﾙﾄ防水 立上部につい

て､断面詳細図 1 等にｾﾒﾝﾄ系厚塗補修材と記載

がありますが､ﾊﾄ小屋ｷｰﾌﾟﾗﾝ A 部詳細図では

薄塗りﾓﾙﾀﾙ t=5 と表現が異なります｡ 

ｾﾒﾝﾄ系厚塗補修材の仕様が､薄塗りﾓﾙﾀﾙ t=5 と

考えてよろしいでしょうか｡ 

宜しいです。 

52.  建築図 A069 

～076 

断面詳細図 1 

～8 

 屋外機械置場 改質ｱｽﾌｧﾙﾄ防水 立上部につい

て､断面詳細図 1 等にｾﾒﾝﾄ系厚塗補修材と記載

がありますが､防水下地がｾﾒﾝﾄ系厚塗補修材

スラブから立ち上がり H=500 までとし

ています。 



A563 ﾊﾄ小屋ｷｰﾌﾟﾗﾝ (薄塗りﾓﾙﾀﾙ t5)となる明確な範囲をご提示願

います。 

53.  建築図 A069 

～076 

A563 

断面詳細図 1 

～8 

ﾊﾄ小屋ｷｰﾌﾟﾗﾝ 

 屋上及び屋外機械置場 改質ｱｽﾌｧﾙﾄ防水につ

いて､防水立上端部の納まり詳細が無いようで

す｡基本的に端部に見切材とｼｰﾘﾝｸﾞは無しと考

え､ ﾊﾄ小屋ｷｰﾌﾟﾗﾝ A 部詳細より､防水立上下

地がｾﾒﾝﾄ系厚塗り補修材(ﾓﾙﾀﾙ下地程度)の場合

のみ､端部ｼｰﾘﾝｸﾞとし､種別､寸法はｳﾚﾀﾝ 10×

10 程度と考えてよろしいでしょうか｡ 

宜しいです。 

54.  建築図 A069 

～076 

A238 

断面詳細図 1 

～8 

雑詳細図 3 

 屋外機械置場について､吹抜上部 RFL ﾗｲﾝに

手摺用のｱｺﾞと梁型付のｱｺﾞの図示があります

が､梁型付ｱｺﾞ部分の防水範囲､水切り目地が不

明確です｡雑詳細図 屋上落下防止手摺詳細を

準用し､ｱｺﾞの鼻先と水切目地まで防水とし､水

切目地は 10×10 と考えてよろしいでしょう

か｡ 

宜しいです。 

55.  建築図 A240 雑詳細図 5  屋上機械置場 ﾌｧｲﾝﾌﾛｱ仕様について､ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ

ﾀｲﾌﾟ t=40 と記載がありますが､仕様は MF254 

W=250×H=40 t=2.0 程度と考えてよろしいで

しょうか｡ 

宜しいです。 

56.  建築図 A007 建築工事特記仕様

書 4 

 塗膜防水について､特記仕様書で塗膜防水 Y-

1､地下外壁防水が適用ですが､外部仕上表や断

面詳細図には図示がなく施工箇所が不明です｡

A007 特記仕様書 4  4 塗膜防水 Y-1 に

つけられている○は誤記です。地下外



A019 

A069 

～076 

外部仕上表 

断面詳細図 1 

～8 

又､設計書にも記載がありません｡ないものと

考えてよろしいでしょうか｡ 

壁防水は地下外壁自己修復性防水マッ

トを見込んでおります。 

 

57.  建築図 A069 

～076 

断面詳細図 1 

～8 

 地下外壁､後付型自己修復性防水ﾏｯﾄについ

て､厚さ､仕様､工法､ﾒｰｶｰ､型番をご提示願いま

す。 

ベントナイト防水 ボルクレイ自己修復

防水マット後付工法（ボルクレイジャパ

ン）同等としています。 

58.  建築図 A002 

A008 

A238 

工事区分表 

建築工事特記仕様

書 5 

雑詳細図 3 

 工事区分表について､ﾙｰﾌﾄﾞﾚｲﾝ､竪樋､屋内雨

水配管､屋内雨水配管防露処理､竪樋から外構

雨水桝への接続が建築工事で記載があります

が､特記仕様書で樋は適用外､ﾄﾞﾚﾝはｵｰﾌﾟﾝﾙｰﾌ

ﾄﾞﾚﾝ(詳細図)のみが適用で､竪樋､内樋及び防露

巻､桝への接続等は図面に施工箇所の記載がな

く､設計書にも記載がないようです。本工事は

ｵｰﾌﾟﾝﾄﾞﾚｲﾝのみで竪樋､内樋及び防露巻､桝へ

の接続管は無いものと考えてよろしいでしょ

うか｡有の場合は材種､径､排水経路をご提示願

います。 

宜しいです。 

59.  建築図 A002 工事区分表  工事区分表について､ﾌﾛｱﾄﾞﾚｲﾝが機械設備工

事で記載がありますが､図面には見当たりませ

ん｡材種､仕様､工事区分､設置個所をご提示願

います。 

該当ありません。 

◯は誤記です。 



60.  建築図 A019 

A071 

外部仕上表 

断面詳細図 3 

 駐車場､ｱｽﾌｧﾙﾄｺﾝｸﾘｰﾄ t60 について､表層材種

類､ﾌﾟﾗｲﾑｺｰﾄ仕様の記載が無いようです｡断面

詳細にてご提示願います。又､平面図上で明確

な範囲も合せてご提示願います。 

ﾀｼﾞﾏ PKM-0150 同等品を想定しておりま

す。 

 

61.  建築図 A007 

A071 

建築工事特記仕様

書 4 

断面詳細図 3 

駐車場､ｱｽﾌｧﾙﾄｺﾝｸﾘｰﾄ下､ｱｽﾌｧﾙﾄ防水仕様につ

いて､断面詳細図 3 でｱｽﾌｧﾙﾄ防水熱工法と記載

がありますが､特記仕様書でｱｽﾌｧﾙﾄ防水は適用

外です｡又､設計書ではｸﾘｰﾝ熱工法で記載され

ております。ｸﾘｰﾝ熱工法は既存ｱｽﾌｧﾙﾄ露出防

水の場合､採用する改修専用工法で､今回の新

規土間面には不適切と考えられます｡防水仕

様､種別を再度ご提示願います。 

ﾀｼﾞﾏ PKM-0150 同等品を想定しておりま

す。 

 

62.  建築図 A243 物置･ｺﾞﾐ置場詳細

図 

 物置･ｺﾞﾐ置場について､屋根･躯体防水と記載

がありますが､仕様､ﾒｰｶｰ､型番をご提示願いま

す。 

又､設計書には屋根立上･柱立ち上がり､笠木､

柱天端も躯体防水で記載されておりますが、

図面では屋根のみの記載です｡明確な施工範囲

を図示の上でご提示願います。 

タケイ工業 タケイ防水同等品です。 

屋根立上･柱立ち上がり､笠木､柱天端共

タケイ防水としています。 

 

63.  建築図 A243 物置･ｺﾞﾐ置場詳細

図 

 物置･ｺﾞﾐ置場について､ｺﾞﾐｽﾄｯｶｰ､45L､外山

工業 SH-1200 同等の記載がありますが､点線

表記の為､別途工事と考えてよろしいでしょう

宜しいです。 



か｡ 

64.  建築図 A243 物置･ｺﾞﾐ置場詳細

図 

 物置･ｺﾞﾐ置場について､水栓､換気扇､照明､脱

臭機用ｺﾝｾﾝﾄの記載がありますが､これらは全

て設備工事と考えてよろしいでしょうか｡ 

宜しいです。 

65.  建築図 A036 R 階平面図 丸環について､設計書に SUS､70 か所記載され

ておりますが、図面には見当たりません｡材

種､寸法､仕様､設置個所をご提示願います。 

A232-2 RF 金物キープランに図示して

あります。@5000 程度でパラペット立

上り部に設置しています。 

66.  建築図 A036 R 階平面図 設備基礎類について､屋上にｿｰﾗｰﾊﾟﾈﾙの記載が

ありますが､架台や RC 基礎の寸法､詳細､設置

数など図面に見当たりません｡ｿｰﾗｰﾊﾟﾈﾙ･架台･

基礎それぞれの工事区分も含め､ご提示願いま

す。 

E135 図 太陽光設備架台構造図に示し

ています。設備基礎は不要です。 

67.  建築図 A036 

A239 

各階平面図 

雑詳細図 4 

設備基礎類について､屋上ｿｰﾗｰﾊﾟﾈﾙ以外の屋外

機器置場､階段の基壇など､設備基礎の寸法､数

量､設置個所の図示が無いようです｡雑詳細図

4 にべた機械基礎の詳細はありますが､ｱｺﾞ付

基礎も有ればその詳細や使い分け､各階基礎の

寸法(W×D×H)､設置個所､基礎詳細を各階平

面図､詳細図に図示の上､ご提示願います。 

設備基礎は A054 平面詳細図〜に示して

います。階段基壇は A225 屋外階段詳

細図に示しています。 

68.  建築図 A049､

230-2 

2 階平面詳細図 3 

階段詳細図 5 

 2 階平面詳細図 3 について､風除室 2 前に階

段の図示がありますが､該当する階段詳細は階

段詳細図 5 の 2F 屋外階段 4 と考えてよろし

いでしょうか｡ 

宜しいです。 



69.  建築図 A021 内部仕上ﾘｽﾄ 2 壁仕上ﾘｽﾄについて､防火区画部､遮音部､遮音/

防火区画部を除く一般間仕切のﾎﾞｰﾄﾞは全て天

井迄と考えてよろしいでしょうか｡ 

宜しいです。 

70.  建築図 A020 内部仕上ﾘｽﾄ 1  床仕上ﾘｽﾄについて､F1･浸透性防塵塗装と記

載がありますが､仕様は､浸透性強化材 溶液散

布工法 ABC 商会:ｾﾗﾐｷｭｱ程度と考えてよろし

いでしょうか｡ 

宜しいです。 

71.  建築図 A020 内部仕上ﾘｽﾄ 1  床仕上ﾘｽﾄについて､F2･浸透性ｺﾝｸﾘｰﾄ表面強

化材と記載がありますが､仕様は､ABC 商会:ｼﾘ

ｹｰﾄﾊｰﾄﾞﾅｰ JP 程度と考えてよろしいでしょう

か｡ 

シールハード C-21（シーゲイト）同

等で見込んでおります。 

72.  建築図 A020 

A023

～

A030 

内部仕上ﾘｽﾄ 1 

内部仕上表 1～8 

 床仕上ﾘｽﾄについて､F2･浸透性ｺﾝｸﾘｰﾄ表面強

化材と記載がありますが､仕上表床仕上げに

F2 記号の記載がありません｡床仕上ﾘｽﾄ･F2 の

適用範囲をご提示願います。 

A023 内部仕上表 1 活動室調理系、

A0461 平面詳細図 5 に示していま

す。 

73.  建築図 A010 

A020 

特記仕様書 7 

内部仕上ﾘｽﾄ 1 

 床仕上ﾘｽﾄについて､F3･長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ t2 と記

載がありますが､特記仕様書より､特殊機能が

帯電防止･防滑性･耐薬品性の 3 種類適用の図

示があります｡ﾒｰｶｰ･型番は東ﾘ:耐薬ｽｰﾊﾟｰ K ｼｰ

ﾄ NW 程度と考えてよろしいでしょうか｡ 

宜しいです。 

74.  建築図 A010 特記仕様書 7  内部仕上表について､水廻り室(子供用ﾄｲﾚ､授

乳室､ﾄｲﾚ､ﾄｲﾚ廊下､多機能ﾄｲﾚ､LGBTQ ﾄｲﾚ､

宜しいです。 



A020 

A023

～

A030 

内部仕上ﾘｽﾄ 1 

内部仕上表 1～8 

SK､給湯室)の床仕上は F3･長尺塩ﾋﾞｼｰﾄとなっ

ていますが､水廻り室には､特記仕様書･特殊機

能の帯電防止･耐薬品性は不要と考えてよろし

いでしょうか｡ 

75.  建築図 A010 

A020 

A023

～

A030 

特記仕様書 7 

内部仕上ﾘｽﾄ 1 

内部仕上表 1～8 

内部仕上表について､水廻り室(子供用ﾄｲﾚ､授

乳室､ﾄｲﾚ､ﾄｲﾚ廊下､多機能ﾄｲﾚ､LGBTQ ﾄｲﾚ､

SK､給湯室)の床仕上 F3･長尺塩ﾋﾞｼｰﾄのﾒｰｶｰ･

型番は､東ﾘ:消臭 NS ﾄﾜﾚ NW 程度と考えてよ

ろしいでしょうか｡ 

宜しいです。 

76.  建築図 

設計書 

A020 内部仕上ﾘｽﾄ 1  床仕上ﾘｽﾄについて､鋼製床下地組の図示があ

りますが､ﾒｰｶｰ･品番は､桐井製作所:GT ｸｲｰﾝ､

GT ﾀﾞｲﾚｸﾄ ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞﾀｲﾌﾟ程度と考えてよろし

いでしょうか｡ 

宜しいです。 

77.  建築図 A010 

A020 

特記仕様書 7 

内部仕上ﾘｽﾄ 1 

 床仕上ﾘｽﾄについて､ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ t9 と記載があ

りますが､仕様は､t9.0 模様流し 東ﾘ:GX-200

程度と考えてよろしいでしょうか｡ 

宜しいです。 

78.  建築図 A011 

A020 

特記仕様書 8 

内部仕上ﾘｽﾄ 1 

 床仕上ﾘｽﾄについて､鋼製 OA ﾌﾛｱ(5KN/m2)と

記載がありますが､仕様は､特記仕様書より､重

量型 5000N 耐震 500kg/m2 1.0G ｽﾁｰﾙ製無機

質充填 ﾅｶ工業:AZ-5000DP 程度と考えてよろ

しいでしょうか｡ 

宜しいです。 

 



79.  建築図 A011 

A020 

特記仕様書 8 

内部仕上ﾘｽﾄ 1 

 床仕上ﾘｽﾄについて､鋼製 OA ﾌﾛｱ下 RC 面に

防塵塗装記載がありますが､仕様は､ﾛｰﾗｰ塗布

(またはｽﾌﾟﾚｰ)工法 ABC 商会 OA ｸﾘｱｺｰﾄ程度

と考えてよろしいでしょうか｡ 

宜しいです。 

80.  建築図 A020 内部仕上ﾘｽﾄ 1  床仕上ﾘｽﾄについて､F4 ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ･下地 j の

OA ﾌﾛｱ下に防塵塗装の図示がありません｡F5､

F6 同様に OA ﾌﾛｱ下に防塵塗装を見込むと考

えてよろしいでしょうか｡ 

不要です。 

81.  建築図 A010 

A020 

特記仕様書 7 

内部仕上ﾘｽﾄ 1 

 床仕上ﾘｽﾄについて､F5･ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ t6.5 と記

載がありますが､仕様は､t6.5 模様流し 東

ﾘ:GA-100 程度と考えてよろしいでしょうか｡ 

宜しいです。 

82.  建築図 A020 内部仕上ﾘｽﾄ 1  床仕上ﾘｽﾄについて､F6 複合ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ下地 h と

i で補強鋼板 t4.5 の図示がありますが､補強鉄

板の材種はｽﾁｰﾙと考えてよろしいでしょうか｡ 

宜しいです。 

83.  建築図 A020 内部仕上ﾘｽﾄ 1  床仕上ﾘｽﾄについて､F6 複合ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ下地 j で

鋼製 OA ﾌﾛｱにﾌﾛｰﾘﾝｸﾞを直張するような図示

ですが､ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ下に捨張ﾗﾜﾝ合板 t=12 を見込

むと考えてよろしいでしょうか｡ 

宜しいです。 

84.  建築図 A010 

A020 

特記仕様書 7 

内部仕上ﾘｽﾄ 1 

 床仕上ﾘｽﾄについて､F7･複層ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ t2 と

記載がありますが､ﾒｰｶｰ･品番は､東ﾘ:ﾉﾝﾜｯｸｽﾘｭ

ｰﾑ NW 程度と考えてよろしいでしょうか｡ 

宜しいです。 

85.  建築図 A009 特記仕様書 6  床仕上ﾘｽﾄについて､F7 の d 下地でｾﾙﾌﾚﾍﾞﾘﾝ

ｸﾞ材の図示がありますが､特記仕様書･左官工

宜しいです。 



A020 内部仕上ﾘｽﾄ 1 事にｾﾙﾌﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞの記載がありません｡ｾﾙﾌﾚﾍﾞﾘﾝ

ｸﾞは設計書よりｾﾒﾝﾄ系と考えてよろしいでし

ょうか｡ 

86.  建築図 A010 

A020 

特記仕様書 7 

内部仕上ﾘｽﾄ 1 

 床仕上ﾘｽﾄについて､F9･畳の仕様は､特記仕様

書より､t=55 わら畳 国土交通省仕様 A 種 

JIS 表示品 一帖物 防虫加工共と考えてよろ

しいでしょうか｡ 

宜しいです。 

87.  建築図 A010 

A020 

特記仕様書 7 

内部仕上ﾘｽﾄ 1 

 床仕上ﾘｽﾄについて､F10･ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄの厚さは

t10.5 と記載がありますが､特記仕様書では厚

さ 10mm が適用となっています｡F10･ﾀｲﾙｶｰﾍﾟ

ｯﾄの厚さは特記仕様書を優先と考えてよろし

いでしょうか｡ 

10mm が正です。 

88.  建築図 A010 

A020 

特記仕様書 7 

内部仕上ﾘｽﾄ 1 

 床仕上ﾘｽﾄ及び特記仕様書について､F10･ﾀｲﾙ

ｶｰﾍﾟｯﾄのﾒｰｶｰ･品番は､東ﾘ:DC-1100(ﾀﾞｽﾄｺﾝﾄﾛｰ

ﾙｶｰﾍﾟｯﾄ)程度と考えてよろしいでしょうか｡ 

スクエア 2400 ソワレ（東リ）同等で想

定しています。 

89.  建築図 A010 

A020 

特記仕様書 7 

内部仕上ﾘｽﾄ 1 

 特記仕様書について､内装工事･ﾋﾞﾆﾙ幅木は硬

質 H40 が適用となっていますが､内部仕上ﾘｽﾄ

には H60 と H300 の図示があります｡H60 と

H300 の材質は軟質と考えてよろしいでしょう

か｡ 

宜しいです。 

90.  建築図 A020 内部仕上ﾘｽﾄ 1  床仕上ﾘｽﾄについて､SUS 巾木 t1.5H300 の図

示がありますが､仕様は､SUS t1.5 HL FB ﾀｲ

ﾌﾟ 糊張と考えてよろしいでしょうか｡ 

SUS 切板 接着貼 としてください。 



91.  建築図 A008 

A020 

特記仕様書 5 

内部仕上ﾘｽﾄ 1 

 床仕上ﾘｽﾄについて､木巾木 t12 H40･75 の

図示がありますが､特記仕様書に樹種の記載が

ありません｡巾木の樹種はﾅﾗ材と考えてよろし

いでしょうか｡ 

国産杉(白) 無節 としてください。 

92.  建築図 A-010 

A020 

特記仕様書 7 

内部仕上ﾘｽﾄ 1 

 床仕上ﾘｽﾄについて､木巾木 t12 H40･75 の図

示がありますが､塗装についての記載がありま

せん｡木巾木の表面塗装は OSCL 3 回塗り(ｵｲﾙ

ｽﾃｲﾝｸﾘﾔﾗｯｶｰ)と考えてよろしいでしょうか｡ 

無塗装としてください。 

93.  建築図 A011 

A020 

特記仕様書 8 

内部仕上ﾘｽﾄ 1 

 床仕上ﾘｽﾄについて､F8･ｱﾙﾐ製ﾌﾞﾗｼ付ﾏｯﾄ t22

の図示がありますが､参考ﾒｰｶｰ･品番をご提示

願います。 

ブラシマット B-22（ミヅシマ工業）  

同等でお願いします。 

94.  建築図 A021 内部仕上ﾘｽﾄ 2  壁仕上ﾘｽﾄについて､W2･撥水剤塗布(ｶﾗｰｸﾘﾔｰ)

のﾒｰｶｰ･品番は､大日技研工業:ﾗﾝﾃﾞｯｸｽｺｰﾄ WS 

A 工法程度と考えてよろしいでしょうか｡ 

ﾗﾝﾃﾞｯｸｽｺｰﾄ WS B（艶消）（大日技研工

業）同等でお願いします。 

95.  建築図 A021 内部仕上ﾘｽﾄ 2  壁仕上ﾘｽﾄについて､W8･撥水剤塗布のﾒｰｶｰ･

品番は､ｴｽｹｰ化研:ﾐｸﾛﾝｶﾞｰﾄﾞ程度と考えてよろ

しいでしょうか｡ 

宜しいです。 

96.  建築図 A009 

A021 

特記仕様書 6 

内部仕上ﾘｽﾄ 2 

 壁仕上ﾘｽﾄについて､W3･塗装仕上材(ｼﾞｮﾘﾊﾟｯ

ﾄ同等品)と記載がありますが､特記仕様書･左

官工事に仕上げの形状についての記載があり

ません｡ｼﾞｮﾘﾊﾟｯﾄの仕様は､厚付 JP-100 標準ﾀ

ｲﾌﾟ 吹付工法･ゆず肌仕上と考えてよろしいで

しょうか｡ 

ｼﾞｮﾘﾊﾟｯﾄ ﾈｵ JQ-650 ロック（アイカ）

同等 としてください。 



97.  建築図 A021 内部仕上ﾘｽﾄ 2  壁仕上ﾘｽﾄについて､下地符号:i(水廻り部)のﾎﾞ

ｰﾄﾞは GB-S t12.5+12.5 と記載がありますが､

下張り･上張り共に GB-S との考えでよろしい

でしょうか｡ 

宜しいです。 

98.  設計書 

建築図 

A021 内部仕上ﾘｽﾄ 2  壁仕上ﾘｽﾄについて､W5･ﾎﾜｰﾄﾎﾞｰﾄﾞｼｰﾄ貼り下

地 St PLt1.6 の図示がありますが､ｺﾝｸﾘｰﾄ面及

びﾎﾞｰﾄﾞ面への施工方法は､設計書より接着張

りと考えてよろしいでしょうか｡ 

宜しいです。ただしパテ処理等不陸の調

整は行うこととしてください。 

99.  設計書 

建築図 

A021 内部仕上ﾘｽﾄ 2  壁仕上ﾘｽﾄについて､W5･ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞｼｰﾄ貼り

(目地 金属ﾊﾟﾃ処理)と記載がありますが､金属

ﾊﾟﾃ処理は設計書より@2000 程度と考えてよろ

しいでしょうか｡ 

宜しいです。 

100.  建築図 

 

A010 

A021 

特記仕様書 7 

内部仕上ﾘｽﾄ 2 

 壁仕上ﾘｽﾄについて､W6･ﾒﾗﾐﾝ不燃化粧板 t3

と記載がありますが､ﾒｰｶｰ･品番は､ｱｲｶ工業:ｾﾗ

ｰﾙ程度と考えてよろしいでしょうか｡ 

宜しいです。 

101.  建築図 A010 

A021 

特記仕様書 7 

内部仕上ﾘｽﾄ 2 

 特記仕様書について､塗装工事･ｼﾘｹｰﾄ塗装の

RC 面の種別は染色ですが､壁仕上ﾘｽﾄ W11 で

は､塗り潰しとなっています｡RC 面の種別は､

壁仕上ﾘｽﾄより､塗り潰しを準用と考えてよろ

しいでしょうか｡ 

特記仕様書の※は適要にあたります。

A004 特記仕様書１工事仕様Ⅱ−３参照 

染色も塗り潰しもコンクリート面であり

ます。仕上記号の通りで問題ありませ

ん。 

102.  設計書 

建築図 

A021 内部仕上ﾘｽﾄ 2  設計書について､塗装工事･内部にｼﾘｹｰﾄ塗装･

ﾓﾙﾀﾙ面が計上されていますが､壁仕上ﾘｽﾄにﾓﾙﾀ

ﾙ面にｼﾘｹｰﾄ塗装の詳細がありません｡該当する

X15 通り付近にある子供用 WC 授乳室

の外壁仕上が内部にも採用しています。 



仕上範囲をご提示願います。 

103.  建築図 A010 

A021 

特記仕様書 7 

内部仕上ﾘｽﾄ 2 

 壁仕上ﾘｽﾄについて､W11･ｼﾘｹｰﾄ塗装のﾒｰｶｰ･

品番は､ｶｲﾑ:ｺﾝｸﾚﾀｰﾙ 内装用 吹付工法程度と

考えてよろしいでしょうか｡ 

塗り潰しは BEECK 同等、 

着色はコンクレタール（カイム）同等と

してください。 

104.  建築図 A021 内部仕上ﾘｽﾄ 2  壁仕上ﾘｽﾄについて､W9･薄手ｶﾞﾗｽｸﾛｽ巻ｸﾞﾗｽｳ

ｰﾙﾎﾞｰﾄﾞの建具等開口部及び壁端部に､t=50 ｺ

型 塩ﾋﾞの仕様で見切り材を見込むと考えてよ

ろしいでしょうか｡ 

宜しいです。 

105.  建築図 A021 

A413 

A414 

内部仕上ﾘｽﾄ 2 

収蔵庫詳細図 8 

収蔵庫詳細図 9 

 壁仕上ﾘｽﾄについて､W7A･B(収蔵庫)の壁仕上

げは､無機質系中性調湿板 t8･9.5 となってい

ますが､無機質系中性調湿板の材種や表面処

理､参考ﾒｰｶｰ･品番等あれば､ご提示願います。 

＜特別収蔵庫＞キュアライト 厚み：

t8m 品番：CLTS-220a 表面処理：素地

仕上げ（クマヒラ）同等品    

＜一般収蔵庫・前室兼撮影室＞やさしい

壁厚み：t9.5mm 表面処理：素地仕上げ

（MUマテックス）同等品として下さ

い。  

106.  建築図 A021 

A413 

内部仕上ﾘｽﾄ 3 

収蔵庫詳細図 8 

 天井仕上ﾘｽﾄについて､C4(特別収蔵庫)の天井

仕上は､ﾛｯｸｳｰﾙ系調湿板 t9 となっていますが､

参考ﾒｰｶｰ･品番があればご提示願います。 

クリアトーン 9  303mm×606mm（大建

工業）同等品として下さい。  

 

107.  建築図 A021 

A022 

A413 

内部仕上ﾘｽﾄ 2 

内部仕上ﾘｽﾄ 3 

収蔵庫詳細図 8 

 収蔵庫詳細図について､壁及び天井下地に木

質系不透湿板 t12(両面ｱﾙﾐﾌｨﾙﾑ貼)と記載があ

りますが､木質系不透湿板の基材の材種等の詳

細又は､参考ﾒｰｶｰ･品番があればご提示願いま

す。 

パーチクルボード 12mm 厚として下さ

い。 



A414 収蔵庫詳細図 9 

108.  建築図 A010 

A022 

A413 

特記仕様書 7 

内部仕上ﾘｽﾄ 3 

収蔵庫詳細図 8 

 特別収蔵庫詳細図について､天井仕上ﾛｯｸｳｰﾙ

系調湿板の厚さは t9 ですが､特記仕様書では

t12.5 が適用となっています｡ﾛｯｸｳｰﾙ系調湿板

の厚さは特別収蔵庫詳細図を正と考えてよろ

しいでしょうか｡ 

特別収蔵庫詳細図を正としてください。 

109.  建築図 A413 

A414 

収蔵庫詳細図 8 

収蔵庫詳細図 9 

 収蔵庫詳細図仕様表について､隙間処理ｱﾙﾐﾃｰ

ﾌﾟと記載がありますが､ｱﾙﾐﾃｰﾌﾟの幅と厚さを

ご提示願います。 

アルミクラフトテープ W50 幅：

50mm 厚み 0.140mm（マクセル）同等

品として下さい。 

 

110.  建築図 A011 特記仕様書 8  特記仕様書･ﾕﾆｯﾄ及びその他工事について､ｺｰ

ﾅｰﾋﾞｰﾄ･ｱﾙﾐ押出形材差込型･焼付適用の図示が

ありますが､焼付塗装の種別をご提示願いま

す。 

フッ素焼付塗装としてください。 

111.  建築図 A011 特記仕様書 8  特記仕様書･ﾕﾆｯﾄ及びその他工事について､ｺｰ

ﾅｰﾋﾞｰﾄ･ｱﾙﾐ押出形材差込型適用の図示があり

ますが､ｺｰﾅｰﾋﾞｰﾄの寸法は､Ｌ－25×25 程度と

考えてよろしいでしょうか｡ 

宜しいです。ボード部コーナーに設置し

ます。 

112.  建築図 A010 

A022 

特記仕様書 7 

内部仕上ﾘｽﾄ 3 

 天井仕上ﾘｽﾄについて､岩綿吸音板の厚さは

t12.5 となっていますが､特記仕様書では t12

が適用となっています｡岩綿吸音板の厚さは

t12 が一般的な為､特記仕様書を準用と考えて

よろしいでしょうか｡ 

宜しいです。 



113.  建築図 A010 

A022 

特記仕様書 7 

内部仕上ﾘｽﾄ 3 

 天井仕上ﾘｽﾄについて､C7･岩綿吸音板の記載

がありますが､ﾒｰｶｰ･品番は､大建工業:ﾀﾞｲﾛｰﾄﾝ

程度と考えてよろしいでしょうか｡ 

宜しいです。 

114.  建築図 A022 内部仕上ﾘｽﾄ 3  天井仕上ﾘｽﾄについて､C6･ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙの天井下

地は LGS(耐風圧仕様)と記載がありますが､野

縁の種類､耐風圧仕様(Pa 数)等の詳細をご提示

願います。 

桐井製作所 耐風圧天井 TOBAN 

2000pa 同等として下さい。 

115.  建築図 A002 工事区分表 

 

工事区分表について､建築 48.空調床吹出･吸込

口の角型は建築工事､丸型は機械工事となって

います｡角型は平面詳細図･天井伏図に図示が

ありますが､丸型の図示はありません｡加工費

算出の為､吹出口･吸込口丸型の径ごとの数量､

適用箇所の分かる資料をご提示願います。 

M201 空調換気設備変風量装置/制気口

リスト に示しています。 

116.  建築図 A002 

F001 

F002 

工事区分表 

1 階家具ｷｰﾌﾟﾗﾝ 

2 階家具ｷｰﾌﾟﾗﾝ 

工事区分表について､ｻｲﾝ 5.既存木製図書館家

具整備･搬入･取付と 7.新規家具整備･搬入･取

付は備品 A 工事と記載がありますが､該当する

家具はそれぞれ､ｻｲﾝ 5.既存木製図書館家具は

家具ｷｰﾌﾟﾗﾝ:家具工事 2､ｻｲﾝ 7.新規家具は家具ｷ

ｰﾌﾟﾗﾝ:家具工事 1 と考えてよろしいでしょう

か｡ 

宜しいです。 

117.  建築図 A002 工事区分表 工事区分表について､ｻｲﾝ 5 を家具ｷｰﾌﾟﾗﾝ:家具

工事 2､ｻｲﾝ 7 を家具ｷｰﾌﾟﾗﾝ:家具工事 1 とした

場合､家具ｷｰﾌﾟﾗﾝ凡例:黄･緑の家具は全て建築

別途工事と考えて宜しいです。 



F001 

F002 

1 階家具ｷｰﾌﾟﾗﾝ 

2 階家具ｷｰﾌﾟﾗﾝ 

本体工事対象外(別途工事)と考えてよろしいで

しょうか｡建築工事となる場合は､家具それぞ

れの詳細をご提示願います。 

118.  設計書 

建築図 

A007 特記仕様書 4 特記仕様書防水工事について､塗膜防水は Y-1

と Y-2 に適用の図示がありますが､設計書･防

水工事に Y-1 仕様が記載されておりません｡地

下外壁防水は､特記仕様書の通り､塗膜防水 Y-1

仕様とすると考えてよろしいでしょうか｡ 

A007 特記仕様書 4  4 塗膜防水 Y-1 に

つけられている○は誤記です。地下外

壁防水は地下外壁自己修復性防水マッ

トを見込んでおります。 

 

119.  建築図 A070 断面詳細図 2 断面詳細図について､地下外壁の仕上げは､後

付型自己修復性防水ﾏｯﾄと記載がありますが､ﾏ

ｯﾄの厚さ･工法等の詳細及びﾒｰｶｰ･品番をご提

示願います。 

ベントナイト防水 ボルクレイ自己修復

防水マット後付工法（ボルクレイジャパ

ン）同等品でお願いします。 

120.  建築図 A201 

A202 

水廻り平面詳細図

1 

水廻り平面詳細図

2 

水廻り平面詳細図について､建築機器ﾘｽﾄの記

載がありますが､建築機器ﾘｽﾄに記載の無い機

器(紙巻器､多機能ﾄｲﾚ L 型手摺･跳ね上げ手摺

等)は設備工事とし､下地補強はのみを建築工

事で見込むものと考えてよろしいでしょうか｡ 

宜しいです。 

121.  建築図 A201 水廻り平面詳細図  水廻り平面詳細図の建築機器ﾘｽﾄについて､ﾍﾞ

ﾋﾞｰﾁｪｱ､手摺等の備考欄に下地補強共と記載が

ありますが､下地補強の材種､厚さはﾗﾜﾝ合板 

Ⅰ類 t=12 程度と考えてよろしいでしょうか｡ 

宜しいです。 

122.  建築図 A201､

236 

水廻り平面詳細図  水廻り平面詳細図､雑詳細図 1 について､男性

ﾄｲﾚ 1､2 の小便器部に汚垂ﾀｲﾙ t6 と記載があり

宜しいです。 



1 

雑詳細図 1 

ますが､仕様は TOTO:ﾊｲﾄﾞﾛｾﾗ･ﾌﾛｱ PU(薄型)

程度と考えてよろしいでしょうか｡ 

123.  建築図 A201

～212 

水廻り平面詳細図､

展開図 

水廻り平面詳細図､展開図について､各ﾄｲﾚの小

便器､大便器､SK 部にﾗｲﾆﾝｸﾞ壁の記載がありま

すが､下地､仕上げは LGS65+GB-

St12.5+12.5+ﾒﾗﾐﾝ不燃化粧板 t3 と考えてよろ

しいでしょうか｡ 

宜しいです。 

124.  建築図 A025､

026､

027 

内部仕上表  仕上表について､壁仕上げにﾒﾗﾐﾝ不燃化粧板

t3 と記載がありますが､出隅､入隅の納まりはｱ

ﾙﾐｼﾞｮｲﾅｰと考えてよろしいでしょうか｡ 

出隅はアルミジョイナーとし、入隅は不

要です。 

125.  建築図 A214-

1 

ｻｲﾚﾝﾄﾙｰﾑ詳細図 1  ｻｲﾚﾝﾄﾙｰﾑ詳細図･平面詳細図について､ﾛｰﾎﾞｰｲ

が実線で示されていますが､工事区分は設備工

事と考えてよろしいでしょうか｡ 

宜しいです。 

126.  設計書 

建築図 

A216 ﾄﾞｰﾑ廻断面詳細図  ﾄﾞｰﾑ廻断面詳細図･座席部 C 部拡大詳細図に

ついて､あと施工ｱﾝｶｰ M12 及び段板埋込支持

金物が示されていますが、設計書･ﾄﾞｰﾑ上階段

席に記載されておりません｡それぞれ建築工事

にて見込むものと考えてよろしいでしょうか｡ 

宜しいです。 

127.  建築図 A236 雑詳細図 1  雑詳細図･ﾄﾞｰﾑ天部非常用照明について､LED

非常用照明φ160 の工事区分は設備工事と考

えてよろしいでしょうか｡ 

器具自体は設備工事とし、凹みの作成は

建築工事とします。 

128.  建築図 A240 雑詳細図 5  雑詳細図･作業室 A 二槽ｼﾝｸについて､水栓を 水栓は設備工事、二槽ｼﾝｸ本体やｼﾝｸの開



含めて建築工事と考えてよろしいでしょうか｡ 口等は建築工事とします。 

129.  建築図 A240 雑詳細図 5  雑詳細図･作業室 B 洗面ｶｳﾝﾀｰについて､ﾍﾞｯｾ

ﾙ式手洗器φ350 と水栓を含めて建築工事と考

えてよろしいでしょうか｡ 

水栓と洗面器は設備工事、カウンター本

体とその開口等は建築工事とします。 

130.  建築図 A241-

1 

雑詳細図 6  雑詳細図･授乳室 2 ﾍﾞﾝﾁについて､ｵﾑﾂ専用ｺﾞﾐ

箱は寸法･ﾒｰｶｰの記載がありますが､点線(備品)

となっています｡ｵﾑﾂ専用ｺﾞﾐ箱は別途工事と考

えてよろしいでしょうか｡ 

宜しいです。 

131.  建築図 A241-

1 

雑詳細図 6  雑詳細図･返却ﾎﾟｽﾄについて､ﾌﾞｯｸﾄﾗｯｸはﾒｰｶ

ｰ･品番の記載がありますが､点線図示となって

います｡ﾌﾞｯｸﾄﾗｯｸは建築工事にて見込むものと

考えてよろしいでしょうか｡ 

別途工事です。 

132.  設計書 153 建築工事 細目別

内訳 

 設計書･ﾕﾆｯﾄ及びその他工事について､企画展

示室ｸﾛｽﾎﾟｲﾝﾄ:ｽﾁｰﾙ ﾒｯｷ品 T 字十字交差部が 7

か所計上されていますが､建築図に記載があり

ません｡ｸﾛｽﾎﾟｲﾝﾄの詳細と適用箇所をご提示願

います。 

 

133.  建築図 A021 内部仕上ﾘｽﾄ 2  壁仕上ﾘｽﾄについて､軽量鉄骨壁下地の高さの

記載がありませんが､全てｽﾗﾌﾞまでと考えてよ

ろしいでしょうか｡ 

宜しいです。 

134.  建築図 A021 内部仕上ﾘｽﾄ 2  壁仕上ﾘｽﾄについて､W5e は防火区画部です

ので､GB-Rt12.5+12.5 を GB-Ft12.5+12.5 に

読み替えると考えてよろしいでしょうか｡ 

宜しいです。 



135.  建築図 A021 耐火ﾘｽﾄ･構造詳細

図 

内部仕上ﾘｽﾄ 2 

 壁ﾘｽﾄについて､耐火間仕切壁 GB-

Ft12.5+12.5 はﾎﾞｰﾄﾞ構成と認定番号より吉野

石膏:S12 程度と考えてよろしいでしょうか｡ 

宜しいです。 

136.  建築図 A021 

A218 

A619 

耐火ﾘｽﾄ･構造詳細

図 

建具詳細図 1 

内部仕上ﾘｽﾄ 2 

 耐火間仕切壁について､耐火ﾘｽﾄに強化石膏ﾎﾞ

ｰﾄﾞ t21+21 片面張と記載がありますが､壁仕上

ﾘｽﾄには図示が無いようです｡建具詳細図よりｼ

ｬｯﾀｰ上部に見込むと考えてよろしいでしょう

か｡ 

宜しいです。 

137.  建築図 A218 

A619 

建具詳細図 1 

耐火ﾘｽﾄ･構造詳細

図 

 耐火間仕切壁について､強化石膏ﾎﾞｰﾄﾞ

t21+21 片面張がｼｬｯﾀｰ上部に見込む場合､ﾎﾞｰ

ﾄﾞ構成と認定番号より吉野石膏:S ｳｫｰﾙ標準仕

様程度と考えてよろしいでしょうか｡ 

宜しいです。 

138.  建築図 A218 

A619 

建具詳細図 1 

耐火ﾘｽﾄ･構造詳細

図 

ｼｬｯﾀｰ上部の片面耐火壁の壁下地について､建

具詳細図で□-100×100×2.3 ですが､耐火ﾘｽﾄ

では LGS 下地と相違します｡ 

ｼｬｯﾀｰ上部の片面耐火壁の壁下地は耐火ﾘｽﾄを

優先とし､LGS100 を見込むと考えてよろしい

でしょうか｡ 

シャッター下地は□-100×100×2.3、 

壁下地は LGS100 としてください。 

139.  建築図 A021 

A619 

耐火ﾘｽﾄ･構造詳細

図 

 耐火遮音間仕切壁について､耐火ﾘｽﾄと壁仕上

ﾘｽﾄでﾎﾞｰﾄﾞ構成が相違します｡ 

A201 内部仕上リストを優先してくださ

い。 



内部仕上ﾘｽﾄ 2 壁仕上ﾘｽﾄを優先とし､GB-Ft12.5+12.5(吉野石

膏:S12･WI 程度又は S12･WI 敷目板目透かし

ﾀｲﾌﾟ程度)と考えてよろしいでしょうか｡ 

140.  建築図 A021 内部仕上ﾘｽﾄ 2 耐火壁が梁下になる場合､梁取合部に通し

材:L-30×30×3 程度とﾋﾟｰｽｱﾝｸﾞﾙ:L200@450

程度を見込むと考えてよろしいでしょうか｡ 

宜しいです。 

141.  建築図 A021 内部仕上ﾘｽﾄ 2 耐火壁が梁中心から間仕切芯までが 1000mm

以下の場合､梁取合部に梁持出金物:C-60×

1.6@450 程度(ﾒﾀﾙﾗｽ共)と通し材:L-30×30×3

程度とﾋﾟｰｽｱﾝｸﾞﾙ:L200@450 程度を見込むと考

えてよろしいでしょうか｡ 

スラブまで伸ばすことも含めて適宜ご判

断ください。 

142.  建築図 A021 内部仕上ﾘｽﾄ 2 遮音壁と耐火遮音壁が梁下になる場合､梁取合

部に捨てﾌﾟﾚｰﾄ:FB-6×80 と遮音用ﾁｬﾝﾈﾙ:C-60

×30×10×2.3 2 本 1 組程度を見込むと考えて

よろしいでしょうか｡ 

宜しいです。 

143.  建築図 A021 内部仕上ﾘｽﾄ 2 遮音壁と耐火遮音壁が梁中心から間仕切芯ま

でが 1000mm 以下の場合､梁取合部に捨てﾌﾟﾚ

ｰﾄ:FB-6×80 と遮音用ﾁｬﾝﾈﾙ:C-60×30×10×

2.3 2 本 1 組程度と遮音ﾌﾟﾚｰﾄ:t=2.3×2 

W=1000 程度を見込むと考えてよろしいでし

ょうか｡ 

スラブまで伸ばすことも含めて適宜ご判

断ください。 

144.  建築図 A021 内部仕上ﾘｽﾄ 2 一般間仕切壁が梁下になる場合､梁取合部に通

し材:L-30×30×3 程度とﾋﾟｰｽｱﾝｸﾞ

宜しいです。 



ﾙ:L200@450 程度を見込むと考えてよろしいで

しょうか｡ 

145.  建築図 A021 内部仕上ﾘｽﾄ 2 一般間仕切壁が梁中心から間仕切芯までが

1000mm 以下の場合､梁取合部に梁持出金

物:C-60×1.6@450 程度と通し材:L-30×30×3

程度とﾋﾟｰｽｱﾝｸﾞﾙ:L200@450 程度を見込むと考

えてよろしいでしょうか｡ 

スラブまで伸ばすことも含めて適宜ご判

断ください。 

146.  建築図 A021 内部仕上ﾘｽﾄ 2 一般間仕切壁がｽﾗﾌﾞ下断熱に取合う場合､取合

部に通し材:C-60×30×2.3 程度を見込むと考

えてよろしいでしょうか｡ 

工程の工夫等も含め適宜ご判断くださ

い。 

147.  建築図 A043 1 階平面詳細図 1･

2･4 

平面詳細図について､SWD1-11､SWD1-12､

SWD-1-13､SWD1-23､SWD1-24､SWD1-25､

SWD1-26､SWD1-27､SWD1-29､SWD1-30､

SWD1-34､SWD1-35､SWD1-36､SWD1-37 上

部に W4d を見込むと考えてよろしいでしょう

か｡ 

宜しいです。 

148.  建築図 A420

～

A422 

ｽﾗｲﾃﾞｨﾝｸﾞｳｫｰﾙ詳細

図 1～3 

 ｽﾗｲﾃﾞｨﾝｸﾞｳｫｰﾙについて､上部に遮音壁の図示

が無いようですが､不要と考えてよろしいでし

ょうか｡必要な場合は壁種別をご提示願いま

す。 

不要です。 

149.  建築図 A554 乾式壁補強範囲図  乾式壁 H5000 以上範囲について､鉄骨補強□

-100×100@3000 の図示がありますが､厚さは

t3.2 程度と考えてよろしいでしょうか｡ 

宜しいです。 



150.  建築図 A554 乾式壁補強範囲図  乾式壁 H5000 以上範囲について､鉄骨補強□

-100×100@3000 の図示がありますが､縦軸横

軸共に見込むと考えてよろしいでしょうか｡ 

宜しいです。 

151.  建築図 A041 

A554 

断面図 

乾式壁補強範囲図 

 断面図について､1 階の空調機械室等床ﾚﾍﾞﾙ

が 1FL-850 で乾式壁高さが階高 4420+850 と

なる為､H5000 を越えますが､乾式壁補強範囲

図には図示が無いようです｡乾式壁補強範囲図

に図示が無い部分が H5000 を超える場合につ

いても乾式壁補強材を見込むと考えてよろし

いでしょうか｡ 

1FL-850 スラブ天-２FL スラブ下端ま

では 4870 ですので H5000 は超えない

ため、不要です。 

152.  建築図 A021 

A046 

内部仕上ﾘｽﾄ 2 

1 階平面詳細図 5 

 平面詳細図について､多機能ﾄｲﾚの壁符号は

W4d ですが､ｸﾞﾗｽｳｰﾙ充填の様な図示の為､W4f

に読み替えると考えてよろしいでしょうか｡ 

宜しいです。 

153.  建築図 A011 

A559 

特記仕様書 8 

断熱範囲図 

 断熱範囲図について､後張式壁断熱排水ﾊﾟﾈﾙ

の図示がありますが､参考品番はﾃﾞｭﾎﾟﾝ･ｽﾀｲﾛ 

ﾄﾞﾚｲﾅｰﾊﾟﾈﾙ程度と考えてよろしいでしょうか｡ 

宜しいです。 

154.  建築図 A559 断熱範囲図 ｽﾗﾌﾞ下面の現場発泡ｳﾚﾀﾝ吹付で､現場発泡ｳﾚﾀﾝ

の火災防止の為､ｽﾗﾌﾞ下面とｽﾗﾌﾞ下面に取合う

外壁面 30cm 程度立下げに防火ｺｰﾄ t3 ﾀﾞﾝｾﾗﾎﾞ

ﾝ#25D 程度を見込むと考えてよろしいでしょ

うか｡ 

施工工程も含め適宜ご判断ください。 

155.  建築図 A002 工事区分表 工事区分について､ﾁｬﾝﾊﾞｰﾎﾞｯｸｽについての記

載がありませんが､設備工事と考えてよろしい

設備工事です。 



でしょうか｡又､建築工事となる場合は下記の

通りと考えてよろしいでしょうか｡ 

□ｽﾁｰﾙ製 t=1.6 曲げ加工 W×H(ｶﾞﾗﾘ寸法) 

奥行 D=200 ｸﾞﾗｲﾄ吹付 t=5.0 程度        

156.  建築図 A121 建具特記 外部建具枠廻りｼｰﾘﾝｸﾞについて､特記なき限り

外壁 RC 部に取付く建具枠廻りｼｰﾘﾝｸﾞは､変成

ｼﾘｺﾝ 15×10(MS-2)程度と考えてよろしいで

しょうか｡ 

宜しいです。 

157.  建築図 A126 外部建具表 1 建具寸法について､外部建具表 1 SWD-E2-2 は

W5280 と記載がありますが､姿図では W5288

と相違します｡姿図を優先とし､W5288 と考え

てよろしいでしょうか｡ 

W5288 が正です。 

158.  建築図 A046 

A122 

1 階平面詳細図 5 

1 階外部建具ｷｰﾌﾟﾗ

ﾝ 

建具数量について､1 階平面詳細図 5 より X20

通りの建具は､AW-E1-3a･AW-E1-3b ですが､1

階外部建具ｷｰﾌﾟﾗﾝでは SW-E1-3b､AWD-E1-

3a､SW-E1-3b と相違します｡建具符号はｷｰﾌﾟﾗ

ﾝを優先と考えてよろしいでしょうか｡ 

又､上記建具以外も同様に､平面詳細図とｷｰﾌﾟﾗ

ﾝで建具符号が相違する場合は､ｷｰﾌﾟﾗﾝを優先

と考えてよろしいでしょうか｡ 

宜しいです。 

キープランを正としてください。 

159.  建築図 A123 2 階外部建具ｷｰﾌﾟﾗ 建具数量について､2 階外部建具ｷｰﾌﾟﾗﾝに SS- 設計書 本体棟 建具 シャッター(外



ﾝ E2-9 がありますが､金抜き設計書では該当建

具が見当たりません｡建築図を優先とし､SS-

E2-9 を見込んでよろしいでしょうか｡ 

又､上記建具以外も同様に数量が相違する場合

は､建築図を優先と考えてよろしいでしょう

か｡ 

部)２項目に示しています。 

160.  建築図 A602 2 階法ﾁｪｯｸ図 防火性能について､外部建具表 1 SW-E2-

4b(SSD で質疑中)は非防火設備ですが､2 階法

ﾁｪｯｸ図では特定防火設備 2 号と相違します｡法

ﾁｪｯｸ図を優先とし､特定防火設備 2 号と考えて

よろしいでしょうか｡ 

宜しいです。 

161.  建築図 A126 外部建具表 1 ｱﾙﾐ製建具について､外部建具表 1 AW-E1-14

はすべり出し窓と記載がありますが､姿図では

突出し窓の凡例と相違します｡姿図を優先と

し､突出し窓と考えてよろしいでしょうか｡ 

又､上記建具以外も同様に､形式欄と姿図が相

違する場合は姿図を優先と考えてよろしいで

しょうか｡ 

突出し窓が正です。 

162.  建築図 A009 建築工事特記仕様

書 6 

鋼製/軽量鋼製/ｽﾃﾝﾚｽ製建具について､特記仕様

書 6 に簡易気密型に適用の印がありますが､建

具表に SAT の記載のある建具性能は気密性 A-

宜しいです。 



3､水密性 W-1 で枠四周にｼﾘｺﾝｽﾎﾟﾝｼﾞｺﾞﾑ程度

を見込んでよろしいでしょうか｡ 

163.  建築図 A141 内部建具表 7 鋼製建具について､内部建具表 7 SW-1-33 に枠

材質､仕上げ､見込の記載がありませんが､下記

の通りと考えてよろしいでしょうか｡ 

□ｽﾁｰﾙ製 SOP 塗 見込 40 程度 

A325,326 EV シャフトガラススクリー

ン図 に示しています。 

164.  建築図 A122 1 階外部建具ｷｰﾌﾟﾗ

ﾝ 

鋼製建具について､1 階外部建具ｷｰﾌﾟﾗﾝ SWD-

E1-1 は風除室内部側に取付く為､内部建具と

考えてよろしいでしょうか｡ 

又､上記建具以外も同様に､内部側に取付く建

具は内部建具と考えてよろしいでしょうか｡ 

外部建具に準ずる仕様としてください。 

165.  建築図 A214-

2 

A214-

3 

ｻｲﾚﾝﾄﾙｰﾑ詳細図 2 

ｻｲﾚﾝﾄﾙｰﾑ詳細図 3 

鋼製建具について､ｻｲﾚﾝﾄﾙｰﾑ詳細図 2､3 SWD-

2-26a～SWD-2-26b 間に St ﾊﾟﾝﾁﾝｸﾞﾒﾀﾙ t=1.6 

ﾌｯ素樹脂焼付塗装と記載がありますが､金抜き

設計書 P113 では記載が見当たりません｡ 

ｻｲﾚﾝﾄﾙｰﾑ詳細図の通り､St ﾊﾟﾝﾁﾝｸﾞﾒﾀﾙを建具

工事で見込んでよろしいでしょうか｡ 

宜しいです。 

166.  建築図 A126 外部建具表 1 鋼製建具について､外部建具表 1 SW-E1-3b は

両袖 FIX ですが､間に AWD-E1-3a が取付く為

それぞれ①SW-E1-3ba ②SW-E1-3bb と考え

てよろしいでしょうか｡ 

宜しいです。 



167.  建築図 A126 外部建具表 1 鋼製/ｽﾃﾝﾚｽ製建具について､外部建具表 1 SW-

E2-4b の材質はｽﾃﾝﾚｽですが､建具符号は SW

でｽﾁｰﾙ製と相違します｡上記建具は､ｽﾃﾝﾚｽ製建

具 SSD-E2-4b と読み替えてよろしいでしょう

か｡  

ステンレス製建具としてください。 

168.  建築図 A009 建築工事特記仕様

書 6 

自動ﾄﾞｱについて､特記仕様書 6 自動ﾄﾞｱ開閉

機構欄に補助機構についての記載がありませ

んが､全ての自動ﾄﾞｱにﾊﾟﾆｯｸｵｰﾌﾟﾝ機構を見込

んでよろしいでしょうか｡ 

宜しいです。 

169.  建築図 A126 外部建具表 1 ｼｬｯﾀｰについて､外部建具表 1 に SS-E2-7 があ

りますが､下記の通りと考えてよろしいでしょ

うか｡ 

①ｼｬｯﾀｰﾎﾞｯｸｽ:ｽﾗｯﾄと同材種同仕上げ②ｼｬｯﾀｰ

三方枠:ｽﾁｰﾙ t=1.6 曲げ加工 ｽﾗｯﾄと同仕上げ

③ｶﾞｲﾄﾞﾚｰﾙ･ﾏｸﾞｻ･座板:ｽﾃﾝﾚｽ HL 仕上げ④ｼｬｯ

ﾀｰ下部床見切:ｽﾃﾝﾚｽ HL 仕上げ FB-5×10⑤ｼ

ｬｯﾀｰ受下地無し⑥ｶﾞｲﾄﾞﾚｰﾙｶﾊﾞｰ:ｽﾁｰﾙ t=1.6 ﾌｯ

素樹脂焼付塗装 200×80+100×80 程度 

① 宜しいです。 

② 宜しいです。 

③ 宜しいです。 

④ 宜しいです。 

⑤ 宜しいです。 

⑥ 宜しいです。 

170.  建築図 A127 外部建具表 2 ｼｬｯﾀｰについて､外部建具表 2 に SS-E2-9 があ

りますが､下記の通りと考えてよろしいでしょ

うか｡ 

① 宜しいです。 

隠蔽部は塗装不要です。 

② SUS t=1.5 鏡面仕上 

③ 宜しいです。 



①ｼｬｯﾀｰﾎﾞｯｸｽ:ｽﾗｯﾄと同材種同仕上げ②ｼｬｯﾀｰ

三方枠:ｽﾁｰﾙ t=1.6 曲げ加工 ｽﾗｯﾄと同仕上げ

③ｶﾞｲﾄﾞﾚｰﾙ･ﾏｸﾞｻ･座板:ｽﾃﾝﾚｽ HL 仕上げ④ｼｬｯ

ﾀｰ下部床見切:ｽﾃﾝﾚｽ HL 仕上げ FB-5×10⑤ｼ

ｬｯﾀｰ受下地:部材□-100×100×2.3/横材 2 段/

吊材@900⑥ｶﾞｲﾄﾞﾚｰﾙｶﾊﾞｰ無し 

④ 宜しいです。 

⑤ 宜しいです。 

⑥ SUS t=1.5 鏡面仕上 

171.  建築図 A142 内部建具表 8 ｼｬｯﾀｰについて､内部建具表 8 に SS-2-2 があり

ますが､下記の通りと考えてよろしいでしょう

か｡ 

①ｼｬｯﾀｰﾎﾞｯｸｽ:ｽﾗｯﾄと同材種同仕上げ②ｼｬｯﾀｰ

三方枠:ｽﾁｰﾙ t=1.6 曲げ加工 ｽﾗｯﾄと同仕上げ

③ｶﾞｲﾄﾞﾚｰﾙ･ﾏｸﾞｻ･座板:ｽﾃﾝﾚｽ HL 仕上げ④ｼｬｯ

ﾀｰ下部床見切:ｽﾃﾝﾚｽ HL 仕上げ FB-5×10⑤ｼ

ｬｯﾀｰ受下地:部材□-100×100×2.3/横材 2 段/

吊材@900⑥ｶﾞｲﾄﾞﾚｰﾙｶﾊﾞｰ: ｽﾁｰﾙ t=1.6 SOP 塗

150×80 程度 

① 宜しいです。 

隠蔽部は塗装不要です。 

② 宜しいです。 

③ 宜しいです。 

④ 宜しいです。 

⑤ 宜しいです。 

⑥ 宜しいです。 

 

172.  建築図 A126 内部建具表 8 ｼｰﾄｼｬｯﾀｰについて､内部建具表 8 FS-1-1～FS-

2-1 は高速ｼｰﾄｼｬｯﾀｰと考えてよろしいでしょう

か｡ 

高速でなくても良いです。 

 

173.  建築図 A126 内部建具表 8 ｼｰﾄｼｬｯﾀｰについて､内部建具表 8 FS-1-1～FS-

2-1 のｽﾗｯﾄ部分はｼｰﾄと思われますが､ｼｰﾄの種

類をご提示願います。 

樹脂コーティング耐熱ガラスクロス 

t=0.7mm 



174.  建築図 A218 

A219 

建具詳細図 1 

建具詳細図 2 

ｼｰﾄｼｬｯﾀｰについて､建具詳細図より､下記の通

りと考えてよろしいでしょうか｡又､詳細図に

無い FS-1-1 も同様の納まりと考えてよろしい

でしょうか｡ 

①ｼｬｯﾀｰﾎﾞｯｸｽ:ｽﾁｰﾙ t=1.6 SOP 塗②ｼｬｯﾀｰ三方

枠無し③ｶﾞｲﾄﾞﾚｰﾙ:ｽﾃﾝﾚｽ 鏡面仕上げ④ﾏｸﾞｻ:ｽﾃ

ﾝﾚｽ HL 仕上げ⑤ｼｬｯﾀｰ下部床見切:ｽﾃﾝﾚｽ HL

仕上げ FB-5×10⑥受下地:部材□-100×100

×2.3/横材 2 段/吊材@900⑦ｶﾞｲﾄﾞﾚｰﾙｶﾊﾞｰ無し  

① 宜しいです。 

② 宜しいです。 

③ 宜しいです。 

④ 宜しいです。 

⑤ 宜しいです。 

⑥ 宜しいです。 

⑦ 宜しいです。 

175.  建築図 A126 

A308 

外部建具表 1 

外部鋼製建具詳細

図 8 

ｶﾞﾗｽについて､外部建具表 1 SWD-E1-1 ｶﾞﾗｽ欄

に FL10､TPG8 と記載がありますが､外部建具

詳細図 8/風室 1 矩計図位置 南面外観姿図では

FL10､FL10 とｶﾞﾗｽ種別や厚さが相違します｡

ｶﾞﾗｽは建具表を優先と考えてよろしいでしょ

うか｡ 

又､上記建具以外も同様に､建具表と詳細図で

ｶﾞﾗｽが相違する場合は､建具表を優先と考えて

よろしいでしょうか｡ 

建具表姿図を正とします。 

176.  建築図 A126 外部建具表 1 ｶﾞﾗｽについて､外部建具表 1 SWD-E1-2 ｶﾞﾗｽ欄

に FL/10･12 と記載がありますが､姿図では

TPG8/FL10･12 と相違します｡ｶﾞﾗｽは姿図を優

建具表姿図を正とします。 



先と考えてよろしいでしょうか｡ 

又､上記建具以外も同様に､建具表と姿図でｶﾞﾗ

ｽが相違する場合は､姿図を優先と考えてよろ

しいでしょうか｡ 

177.  建築図 A126 外部建具表 1 ｶﾞﾗｽについて､外部建具表 1 SD-E1-4 は非防火

設備ですが､ｶﾞﾗｽは FWC:網入型板ｶﾞﾗｽです｡

建具表の通り､非防火設備で網入ｶﾞﾗｽを適用と

考えてよろしいでしょうか｡ 

又､上記建具以外も同様の場合､建具表の通り

と考えてよろしいでしょうか｡ 

非防火設備 で網入ガラスとしてくださ

い。 

178.  建築図 A311 外部鋼製建具詳細

図 1 

建具金物について､外部鋼製建具詳細図 1/X19

通り南面 SWG/E2-6･風除室 1 自動ﾄﾞｱ扉部分 

縦断面図の SWD-W1-2 下部に先埋込ﾌｧｽﾅｰと

記載がありますが､部材･ﾋﾟｯﾁ･材種･断面寸法･

建具工事に含むかどうかをご教示願います。 

又､上記建具以外の各ﾌｧｽﾅｰについても併せて

ご教示願います。 

建具工事に含みます。 

施工方法等製作メーカーと協議の上適宜

ご判断ください。 

179.  建築図 

設計書 

A126 

P101 

外部建具表 1 建具仕上げについて､外部建具表 1 AWD-W1-

3a 等仕上げ欄に AN(凡例よりｱﾙﾐﾆｳﾑ焼付塗

装)と記載がありますが､金抜き設計書 P101 で

は BB-2 種と相違します｡設計書を優先とし､

宜しいです。 



BB-2 種に読み替えてよろしいでしょうか｡ 

又､上記建具以外(TP､AG)で AN の場合も BB-

2 種と考えてよろしいでしょうか｡ 

180.  建築図 

設計書 

A126 

P101 

外部建具表 1 前述質疑について､AN(ｱﾙﾐﾆｳﾑ焼付塗装)が正の

場合､一般的に①ﾌｯ素樹脂焼付塗装②ｱｸﾘﾙ樹脂

焼付塗装③ﾒﾗﾐﾝ樹脂焼付塗装 がありますの

で､焼付塗装の種類をご提示願います。 

アルミ製建具に焼付塗装はありません。 

181.  建築図 A126 外部建具表 1 建具仕上げについて､外部建具表 1 SD-E1-4 等

仕上げ欄に FP(凡例よりﾌｯ素樹脂系塗装)と記

載がありますが､ﾌｯ素樹脂系塗装とは耐候性塗

料(DP)1 級と考えてよろしいでしょうか｡ 

宜しいです。 

182.  建築図 A126 外部建具表 1 建具仕上げについて､外部建具表 1 SW-E2-1

仕上げ欄に EP と記載がありますが､耐候性が

低く､一般的に外部建具には使用されないかと

思われますので､耐候性塗料(DP)1 級と読み替

えてよろしいでしょうか｡ 

宜しいです。 

183.  建築図 A310 外部鋼製建具詳細

図 10 

建具仕上げについて､外部鋼製建具詳細図

10/SWG/E2-3 西面風除室 1 から外れた無目

縦断面図より SWD-E1-2 上部にｱﾙﾐｽﾊﾟﾝﾄﾞﾚﾙ

ﾊﾟﾈﾙ工場ﾌｯ素樹脂塗装仕上げと記載がありま

すが､ﾌｯ素樹脂焼付塗装のことと考えてよろし

いでしょうか｡又､上記建具外も同様に､工場ﾌｯ

宜しいです。 



素樹脂塗装仕上げの記載の場合はﾌｯ素樹脂焼

付塗装と考えてよろしいでしょうか｡ 

184.  建築図 A126 外部建具表 1 建具仕上げについて､外部建具表 1 よりｱﾙﾐ部

分の表面処理は下記の通りと考えてよろしい

でしょうか｡ 

①SWD-E1-2 化粧ｶﾞﾗﾘ:ﾌｯ素樹脂焼付塗装②

SWD-E1-6 止水ｶﾞﾗﾘ:BB-2 種③SW-E2-1 等 ｱ

ﾙﾐﾘﾌﾞ:BB-2 種④SWG-E1-1 等: ﾌｯ素樹脂焼付

塗装④AL-R-1～4: ﾌｯ素樹脂焼付塗装 

 

① 宜しいです。 

② 宜しいです。 

③ ﾌｯ素樹脂焼付塗装 

④ 宜しいです。 

⑤ 宜しいです。A320 消音ルーバー詳

細図 

185.  建築図 A559 1F 断熱範囲図 建具枠廻り断熱材について､断熱範囲図より建

具枠廻りに断熱材が必要と思われますが､厚さ

は t50 程度と考えてよろしいでしょうか｡ 

宜しいです。 

186.  建築図 A011､

A420 

建築工事特記仕様

書 8､ｽﾗｲﾃﾞｨﾝｸﾞｳｫｰ

ﾙ詳細図 1 

ｽﾗｲﾃﾞｨﾝｸﾞｳｫｰﾙについて､特記仕様書 8 移動間

仕切欄に適用の印がありませんが､ｽﾗｲﾃﾞｨﾝｸﾞｳ

ｫｰﾙ詳細図に記載がある為､移動間仕切は適用

と考えてよろしいでしょうか｡ 

又､ｽﾗｲﾃﾞｨﾝｸﾞｳｫｰﾙが適用の場合､材質･ﾊﾟﾈﾙ厚･

表面仕上げ･操作方法･圧縮装置操作方法･遮音

性等についてご提示願います。 

 

187.  建築図 A420 ｽﾗｲﾃﾞｨﾝｸﾞｳｫｰﾙ詳細

図 1 

ｽﾗｲﾃﾞｨﾝｸﾞｳｫｰﾙ適用の場合について､詳細図よ

りｽﾗｲﾃﾞｨﾝｸﾞｳｫｰﾙは W6405 1 か所､W8677 1

 



か所､W7592 1 か所､W8465 1 か所の計 4 か所

ですが､右下平面･断面図は 4 か所全てに適用

と考えてよろしいでしょうか｡ 

188.  建築図 A004 

A031 

建築工事特記仕様

書 1 

配置図兼屋根伏図 

 埋戻し及び盛土について､建築工事特記仕様

書 1､3 土工事､1 埋戻し及び盛土の種別は B 種

と記載があり､配置図より仮置場所は北東の駐

車場範囲と思われます。設計書 P34 の埋戻

し､盛土の合計数量は 1941m3 と記載がありま

すが､敷地内に全て仮置き可能と考えてよろし

いでしょうか｡又､全て仮置き不可の場合､仮置

き可能な数量をご提示願います。 

宜しいです。 

仮設計画と共に適宜想定してください。 

189.  建築図 

構造図 

A006 

S001 

建築工事特記仕様

書 3 

構造関係特記仕様

書-2 

 捨てｺﾝｸﾘｰﾄのｽﾗﾝﾌﾟについて､建築工事特記仕

様書 3､3 ｺﾝｸﾘｰﾄ工事､6 では S15 又は S18 で

すが､構造関係特記仕様書-2､6 ｺﾝｸﾘｰﾄ工事､9

では S15 と相違します｡ 

構造関係特記仕様書-2 を優先とし､S15 と考え

てよろしいでしょうか｡ 

S15 を正としてください。 

190.  構造図 S101 地盤改良伏図･1階

基礎伏図 

 地盤改良範囲について､Y7.X8-12 間は躯体面

より外側に地盤改良範囲の図示がありますが､

出幅は躯体面より 250mm と考えてよろしい

でしょうか｡ 

宜しいです。 

191.  構造図 S501 駅前ｼｪﾙﾀｰ図  基礎下の地業について､基礎伏図の特記なき 宜しいです。 



限り､3 にﾗｯﾌﾟｺﾝｸﾘｰﾄの記載がありますが､ﾗｯ

ﾌﾟﾙｺﾝｸﾘｰﾄが適用となるﾌｰﾁﾝｸﾞ下には捨ｺﾝｸﾘｰﾄ

及び砕石は不要と考えてよろしいでしょうか｡ 

192.  構造図 S502 物置構造図  土間下の地業について､居室となる範囲では

ないため､防湿ｼｰﾄ､断熱材は不要と考えてよろ

しいでしょうか｡ 

防湿ｼｰﾄは必要､断熱材は不要です。 

193.  建築図 A011 

La016 

建築工事特記仕様

書 8 

詳細図(3) 

U 型側溝 ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋仕様について､特記仕様

書で T-20､普通目ですが､詳細図(3)では耐荷重

は記載なし､細目と相違します｡又､設計書では

T-25､細目と相違します｡正とする耐荷重､ﾒｲﾝ

ﾊﾞｰﾋﾟｯﾁをご提示願います。 

U 型側溝の仕様に錯誤があり、正しく

は「落ちふた式 U 型側溝 1 種（PU2-

300B）」です。ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋は 1 種（歩道

用）で、耐荷重は T-2、ﾒｲﾝﾊﾞｰﾋﾟｯﾁは

30mm としてください。 

194.  建築図 A011 

La017 

～018 

建築工事特記仕様

書 8 

詳細図(3) 

～(4) 

自由勾配側溝 ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋仕様について､特記

仕様書で T-20､普通目ですが､詳細図(4)･(5)で

は耐荷重は記載なし､細目と相違します｡又､設

計書では T-25､細目と相違します｡正とする耐

荷重､ﾒｲﾝﾊﾞｰﾋﾟｯﾁをご提示願います。 

詳細図(4)･(5)、図面右下の特記にて T-

25､細目と示しており、それを正として

ください。 

195.  建築図 A011 

La019 

建築工事特記仕様

書 8 

詳細図(6) 

集水桝-1､ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋仕様について､特記仕様

書で T-20､普通目ですが､詳細図(6)では T-2､細

目と相違します｡又､設計書でも T-2､細目です｡

詳細図(6)､設計書を優先とし､T-2､細目と考え

てよろしいでしょうか｡ 

詳細図(6)､設計書を優先とし､T-2､細目

としてください。 

196.  建築図 A011 建築工事特記仕様 集水桝-2､ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋仕様について､特記仕様 詳細図(6)､設計書を優先とし､T-25､細目



La019 書 8 

詳細図(6) 

書で T-20､普通目ですが､詳細図(6)では T-25､

細目と相違します｡又､設計書でも T-25､細目で

す｡詳細図(6)､設計書を優先とし､T-25､細目と

考えてよろしいでしょうか｡ 

としてください｡ 

197.  建築図 La020 詳細図(7)  ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装について､詳細図(7)に鉄筋及びﾜｲﾔ

ｰﾒｯｼｭの記載がありませんが､無筋と考えてよ

ろしいでしょうか｡ 

無筋としてください。 

198.  建築図 La020 詳細図(7)  透水性ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装について､詳細図(7)に鉄筋

及びﾜｲﾔｰﾒｯｼｭの記載がありませんが､無筋と考

えてよろしいでしょうか｡ 

無筋としてください。 

199.  建築図 La020 詳細図(7)  透水性洗い出しｺﾝｸﾘｰﾄ舗装-1～3 について､詳

細図(7)に鉄筋及びﾜｲﾔｰﾒｯｼｭの記載がありませ

んが､無筋と考えてよろしいでしょうか｡ 

無筋としてください。 

200.  建築図 La020 詳細図(7)  砂利敷き-1～2 について､詳細図(7)に路盤の

記載がありませんが､無しと考えてよろしいで

しょうか｡ 

路盤無しとしてください。 

201.  建築図 La023 詳細図(10)  ｺﾝｸﾘｰﾄﾍﾞﾝﾁ 1､2 について､脚部は溶融亜鉛メ

ッキ+塗装仕上げと記載がありますが､塗装種

類をご提示願います。 

ｱｸﾘﾙ樹脂焼付塗装としてください。 

202.  建築図 La024 

La027 

詳細図(11) 

詳細図(14) 

 ｺﾝｸﾘｰﾄ階段-1､2､3 について､段鼻ﾀｲﾙ 無釉

60×150×t10 と記載がありますが､お考えの参

考ﾒｰｶｰ､型番をご提示願います。 

刊行物の「ﾀｲﾙ（標準品）」に掲載されて

いる「階段ﾀｲﾙ」で、一般名称が「6 号

階段ﾀｲﾙ」として複数ﾒｰｶｰが取り扱って

います。 



203.  建築図 La025 詳細図(12)  ｳｯﾄﾞﾃﾞｯｷについて､端部 RC 立上がり部の天

端及び立下り部の仕上､下地をご提示願いま

す。 

天端は金ｺﾞﾃ仕上、立ち上がり部は打放

し仕上とし、ｼﾘｺﾝ系浸透性吸水防止材を

塗布してください。 

204.  建築図 La026 詳細図(13)  ｽﾛｰﾌﾟ袖壁について､露出部､壁天端(手摺下)と

壁部の仕上､下地をご提示願います。 

天端は金ｺﾞﾃ仕上、側面は打放し仕上と

し、ｼﾘｺﾝ系浸透性吸水防止材を塗布して

ください。 

205.  建築図 La023 詳細図(10)  ｺﾝｸﾘｰﾄﾍﾞﾝﾁ-1､2 について､基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ H=200

に配筋の図示がありませんが､無筋と考えてよ

ろしいでしょうか｡又､配筋が必要な場合､配筋

をご提示願います。 

無筋としてください。 

206.  建築図 Si019 ｻｲﾝ基礎参考図  外構ｻｲﾝ A～G 基礎について､地業厚､地業仕

様､基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ強度､ｽﾗﾝﾌﾟは下記のように考え

てよろしいでしょうか｡ 

□地業厚:捨ｺﾝｸﾘｰﾄ t=50､砕石 t=100 

□地業仕様:捨ｺﾝｸﾘｰﾄ Fc18 S18､砂利 RC-40 

□基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ:Fc24 S12 

 

207.  設計書 S303 RC 柱ﾘｽﾄ      RC 柱ﾘｽﾄについて、一般部は溶接閉鎖型、仕口

部はﾀｶﾞ型と考えて宜しいでしょうか。 

 

すべてタガ型（H 型）と考えて宜しい

です。 

208.  設計書 S316 RC 大梁ﾘｽﾄ- RC 大梁ﾘｽﾄについて、M 階大梁ﾘｽﾄがありま 宜しいです。 



せん。2 階大梁ﾘｽﾄに倣うと考えて宜しいでし

ょうか。 

209.  設計書 S317 壁･擁壁ﾘｽﾄ EW30A 開口部縦横筋･斜め筋について、縦･

横筋は SD490 と記載がありますが、開口部の

縦横筋･斜め筋も SD490 と考えて宜しいでし

ょうか。 

宜しいです。 

210.  設計書 S302 柱芯線図 柱芯線図について、各柱の通り芯からの寄り

が不明です。各柱の通り芯から柱芯までの寸

法を御指示下さい。 

意匠平面詳細図（A042～A053）をご参

照ください。 

211.  設計書 S102 

S302 

柱芯線図 柱芯線図 X6 通り Y5-Y6 間 C44 について、柱

芯線図には記載がありますが、1 階伏図では

C55 とくい違います。C55 を正と考えて宜しい

でしょうか。 

また、C44 が正の場合、ﾘｽﾄを御指示下さい。 

 

C55 を正としてください。  



212.  設計書 S101 

S301 

基礎小梁ﾘｽﾄ 基礎小梁 FB56 について、ﾘｽﾄが見当たりませ

ん。FB56 のﾘｽﾄを御指示下さい。 

W500xH600, 主筋上下 6-D22, あばら

筋 2-D13@200,腹筋なしとしてくださ

い。 

213.  設計書 S317 1 階伏図 

壁･擁壁ﾘｽﾄ 

1 階伏図について、EW18 と記載があります

が、壁･擁壁ﾘｽﾄに EW18 のﾘｽﾄが見当たりま

せん。御指示下さい。 

t=180, 縦筋横筋ともに D13-@200（ダ

ブル）、開口部縦横筋（端部曲げ補強

筋）は 4-D13,斜め筋なしとしてくださ

い。 

214.  設計書 S103 

S302 

2 階伏図 

柱芯線図 

2 階伏図 Y1 通り X3 及び X4 通り C66 の記

載がありますが、柱芯線図には記載がありま

せん。2 階伏図を正とし C66 を見込むと考え

て宜しいでしょうか。 

宜しいです。 

215.     欠番  

216.  設計書 A019 外部仕上表 外壁 押出成形ｾﾒﾝﾄ板において、ｺｰﾅｰ部にｺｰﾅｰ

ﾊﾟﾈﾙは不要と考えて宜しいでしょうか。 

宜しいです。 

217.  設計書 A034 平面図 2 階 X20 通りに庇のような記載があります

が、断面詳細が不明です。仕上を併せて御指

示下さい。 

A309 外部鋼製建具詳細図 9 X20 通り

南面の断面に示しています。 

218.  設計書 A036 平面図 ﾊﾄ小屋において、仕上が不明です。天端･立下

り･壁共に塗膜防水と考えて宜しいでしょう

か。 

A563 ハト小屋キープランの断面図に

示しています。 

219.  設計書 A042 平面詳細図 1 階ﾄﾞﾗｲｴﾘｱにおいて、仕上が不明です。下記の

様に考えて宜しいでしょうか。 

床：宜しいです。 

壁：EW2 シリケート塗装(着色) とし

てください。 



･床…ｳﾚﾀﾝ系塗膜防水 

･壁…凡例 EW1 ｼﾘｹｰﾄ塗装 

220.  設計書 A047 平面詳細図 ﾄﾞﾗｲｴﾘｱ ｽﾁｰﾙｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞにおいて、詳細が不明

です。御指示下さい。 

仕様は設計書の通りで、下地は構造図参

照してください。受け鉄骨部材は

SB15a（H-150x75x5x7）、構造図 S318

のピン接継手（RC）を参照してくださ

い。 

221.  設計書 A058 天井伏図 1 階 Y1 通りﾃﾗｽ天井仕上において、凡例 EW2

とありますが、EC2 の誤記と考えて宜しいで

しょうか。 

宜しいです。 

222.  設計書 A069 天井伏図 風除室 3 廻り 庇の軒天仕上が不明です。EC2 

ｼﾘｹｰﾄ塗装と考えて宜しいでしょうか。 

A061 図と思われます。 

EC2 で宜しいです。 

223.  設計書 A069 断面詳細図 屋外機械置場において、防水立上りにｾﾒﾝﾄ系

厚塗補修材とありますが、防水面に施工と考

えて宜しいでしょうか。また、施工範囲は立

上り全面でしょうか。併せて御指示下さい。 

宜しいです。 

防水立ち上がり範囲全面です。 

224.  設計書 A071 断面詳細図 1 階駐車場 床にｱｽﾌｧﾙﾄ防水の記載があります

が、断熱材の厚み･防水の種別が不明です。御

指示下さい。 

防水はﾀｼﾞﾏ PKM-0150 同等品を想定して

おります。断熱は硬質ウレタンフォーム

現場発泡 t=75 としてください。 

225.  設計書 A074 断面詳細図 屋外機械置場 ﾙｰﾊﾞｰ設置部において、躯体天

端の仕上が不明です。塗膜防水と考えて宜し

いでしょうか。 

改質アスファルト防水常温複合工法とし

てください。 



226.  設計書 A225 屋外階段詳細図 RC 階段において、仕上が不明です。防水ﾓﾙﾀﾙ

金鏝仕上と考えて宜しいでしょうか。 

刷毛引仕上程度としてください。 

227.  設計書 A225 屋外階段詳細図 階段基礎において、仕上が不明です。天端:ｺﾝ

ﾝｸﾘｰﾄ金鏝、立上り:打放補修 素地と考えて宜

しいでしょうか。御指示下さい。 

階段基礎は床躯体と一体なので、改質ア

スファルト防水常温複合工法現しとして

ください。 

228.  設計書 A230-

2 

階段詳細図 5 屋外階段 4 のｶﾞﾗｽ手摺に飛散防止ﾌｨﾙﾑの記載

がありますが、ｶﾞﾗｽ手摺 全てに設けると考え

て宜しいでしょうか。 

宜しいです。 

229.  設計書 A231 金物ｷｰﾌﾟﾗﾝ 1 階金物ｷｰﾌﾟﾗﾝに FRP1-1 があり、詳細に

A237 雑詳細図 2 参照とありますが、A237

図に詳細がありません。詳細を御指示下さ

い。 

La019 詳細図(6)を参照してくださ

い。 

230.  設計書 A234 手摺詳細図 ｶﾞﾗｽ手摺において、支柱の納まりが不明で

す。御指示下さい。 

支柱はありません。 

231.  設計書 A237 雑詳細図 FRP ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ内の桝において、仕上が不明で

す。防水ﾓﾙﾀﾙ金鏝仕上と考えて宜しいでしょ

うか。 

宜しいです。 

232.  設計書 A036 

A239 

平面図 

雑詳細図 

R 階平面図において、設備基礎のｻｲｽﾞ･高さ･

か所数が不明です。御指示下さい。 

A054,055,056 2FL+4000 平面詳細図 

に示しています。 

233.  設計書 A240 雑詳細図 屋上機器置場の鉄骨階段基礎において、W 寸

法が不明です。1000 程度と考えて宜しいでし

ょうか。 

宜しいです。 



234.     欠番  

235.  設計書 A049 平面詳細図 2F EV2 号機廻りの壁について、SD2-17 の取

り付く壁に壁種の記載がありません。防火区

画のため下地凡例 e と考えて宜しいでしょう

か。 

宜しいです。 

A105 ２階展開図 9 に示しています。 

236.  設計書 A049 平面詳細図 2F EV2 号機廻りの壁について、SD2-19 の取

り付く壁が W10d の記載がありますが、防火

区画のため下地凡例 e と読み替えて宜しいで

しょうか。 

宜しいです。 

A105 ２階展開図 9 に示しています。 

237.  設計書 A049 平面詳細図 各所壁下地 f について、平面詳細図にｸﾞﾗｽｳｰﾙ

の図示がない壁がありますが、全て内部仕上ﾘ

ｽﾄより全てｸﾞﾗｽｳｰﾙ充填と考えて宜しいでしょ

うか。 

宜しいです。 

238.  設計書 A245 消火器ｷｰﾌﾟﾗﾝ 2F 消火器について、消火栓併設が 3 台とあり

ますが、図示は 4 台です。図示を正として合

計 16 台と考えて宜しいでしょうか。 

4 台が正です。 

239.  設計書 A032 

A231 

ﾋﾟｯﾄ階平面図 

金物ｷｰﾌﾟﾗﾝ 

床点検口について、ﾋﾟｯﾄ階平面図の図示 46 ヶ

所と金物ｷｰﾌﾟﾗﾝの数量 58 ヶ所が食い違いま

す。金物ｷｰﾌﾟﾗﾝを正と考えて宜しいでしょう

か。 

設備用点検口を含めて設計書の数量が正

です。 

240.  設計書 A231 金物ｷｰﾌﾟﾗﾝ 金物ｷｰﾌﾟﾗﾝにおいて、樹脂製誘導鋲 JIB JPB1

の数量に階段 1～3 の数量も含むと考えて宜し

いでしょうか。 

宜しいです。 



241.  設計書 A232-

1 

金物ｷｰﾌﾟﾗﾝ 金物ｷｰﾌﾟﾗﾝにおいて、JPB1 と JPB2 の仕様が

1 階と 2 階で異なります。両者共に 1 階の仕

様を正と考えて宜しいでしょうか。 

１階を正とします。 

 

242.     欠番  

243.  設計書 A126 

A602 

建具表 

法規ﾁｪｯｸ図 

SWE2-4b の防火性能について、建具表は非防

火ですが、2 階法規ﾁｪｯｸ図では異種用途区画

に該当します。併設ｼｬｯﾀｰ SSE2-9 は SWE2-

4b の手前までの設置のため、SWE2-4b は特 2

に読み替えて宜しいでしょうか。 

宜しいです。 

244.  設計書 A135 

A601 

建具表 

法規ﾁｪｯｸ図 

SD1-2 の防火性能について、建具表は防火設

備ですが、1 階法規ﾁｪｯｸ図には防火性能の凡

例がありません。建具表を正とし、防火設備

と考えて宜しいでしょうか。 

建具表を正としてください。 

245.  設計書 A135 

A601 

建具表 

法規ﾁｪｯｸ図 

SD1-5 の防火性能について、建具表は防火設

備ですが、1 階法規ﾁｪｯｸ図には防火性能の凡

例がありません。建具表を正とし、防火設備

と考えて宜しいでしょうか。 

建具表を正としてください。 

246.  設計書 A137 

A138 

A602 

建具表 

法規ﾁｪｯｸ図 

SD2-1･2-2･2-6 の防火性能について、建具表

に防火性能の記載がありませんが、2 階法規ﾁ

ｪｯｸ図では防火設備とあり、くい違います。法

規ﾁｪｯｸ図を正と考えて宜しいでしょうか。 

防火設備としてください。 

247.  設計書 A138 建具表 SD2-19 の防火性能について、2 階法規ﾁｪｯｸ図 特定防火設備 遮煙 仕様としてくださ



A602 法規ﾁｪｯｸ図 に防火性能の凡例がありませんが、面積区画

に該当するため、1 階同位置に倣い、特定防

火設備と考えて宜しいでしょうか。 

い。 

248.  設計書 A139 

A602 

建具表 

法規ﾁｪｯｸ図 

SD2-29 の防火性能について、建具表は特定防

火設備(遮煙)ですが、2 階法規ﾁｪｯｸ図は特定防

火設備とくい違います。建具表を正とし、遮

煙性能ありと考えて宜しいでしょうか。 

遮煙 は不要です。 

249.  設計書 A126 建具表 SWE2-4b の形状は、姿図符号 SSDE2-4b を

適用と考えて宜しいでしょうか。 

宜しいです。 

250.  設計書 A042

～056 

A122

～125 

A132

～134 

平面詳細図 

建具ｷｰﾌﾟﾗﾝ 

建具ｷｰﾌﾟﾗﾝと各階平面詳細図で建具符号がく

い違います。建具表･建具ｷｰﾌﾟﾗﾝには相違ない

ため、建具ｷｰﾌﾟﾗﾝの符号を正と考えて宜しい

でしょうか。 

宜しいです。 

251.  設計書 A126 

A135

～138 

E901

～903 

建具表 

入退室管理 

下記建具について、建具表に DL(電気錠)とあ

りますが、電気図には電気錠(ｶｰﾄﾞﾘｰﾀﾞｰ)の凡例

がありません。建具表に記載の通り、電気錠を

見込んで宜しいでしょうか。 

【外部建具】 

SDE1-4:電気錠 

SWDE2-3:電気錠 

SD1-15：電気錠 

SD1-16：不要 

SD1-18：電気錠 

SD2-17：電気錠 



･SDE1-4、SWDE2-3 

【内部建具】 

･SD1-15.1-16.1-18.2-17 

･LSD1-20、SWD1-36 

LSD1-20：不要 

SWD1-36：電気錠 

252.  設計書 A139 

A214-

2 

E903 

建具表 

入退室管理 

SWD2-26a について、建具表は CL(ｹｰｽﾛｯｸ)で

すが、電気図は DL(電気錠)とくい違います。

また、ｻｲﾚﾝﾄﾙｰﾑ詳細図 2 では SWD2-26b 側に

設備用ﾊﾟﾈﾙの記載があります。電気錠付の扉

は SWD2-26b が該当と考えて宜しいでしょう

か。 

SWD2-26a に電気錠が必要です。 

253.  設計書 A126 建具表 SDE1-4 について、ｶﾞﾗｽに FWC6.8 とありま

す。防火性能の指示はありませんが、記載通

り FWC で見込んで宜しいでしょうか。 

宜しいです。 

254.  設計書 A126 建具表 上記 SDE1-4 について、外部建具表に記載が

ありますが、設置場所は風除室内部側扉とな

っております。塗装は SOP 塗装に読み替えて

宜しいでしょうか。 

風除室内は外部相当と見込んでいます。 

255.  設計書 A126 建具表 AWE1-14 について、建具表 形式欄にすべり

出し窓とありますが、姿図では突き出し窓と

くい違います。突き出し窓を正と考えて宜し

いでしょうか。 

宜しいです。 



256.  設計書 A126 建具表 上記質疑が正の場合、金物欄に GH ｸﾞﾚﾓﾝﾊﾝﾄﾞ

ﾙとありますが、突き出し窓のため、他排煙窓

同様、自火報連動開放に読み替えて宜しいで

しょうか。 

手動オペレーターハンドルとします。排

煙窓ではありません。 

 

257.  設計書 A126 建具表 SWE2-1 について、仕上欄に EP 塗装ありま

すが、ｽﾁｰﾙ面のため、FP(ﾌｯ素樹脂系塗装)に

読み替えて宜しいでしょうか。 

宜しいです。 

258.  設計書 A126 建具表 SDE2-5 について、形式欄に両開き戸とあり

ますが、姿図は片開き戸とくい違います。片

開き戸を正と考えて宜しいでしょうか。 

片開きが正です。 

259.  設計書 A137 

A412-

1 

A412-

2 

建具表 

収蔵庫詳細図 

SD2-1～2-4 について、建具表と収蔵庫詳細図

で枠見込が下記のようにくい違います。収蔵庫

詳細図を正と考えて宜しいでしょうか。 

<建具表> 

･SD2-1･･･500mm 

･SD2-2･･･150mm 

･SD2-3、2-4･･･200mm 

<収蔵庫詳細図> 

宜しいです。 



･SD2-1～2-4･･･450mm 程度 

260.  設計書 A137 

A412-

1 

A412-

2 

建具表 

収蔵庫詳細図 

SD2-1～2-4 について、建具表と収蔵庫詳細図

で扉見込が下記のようにくい違います。収蔵庫

詳細図を正と考えて宜しいでしょうか。 

<建具表> 

･SD2-1、2-2･･･60mm 

<収蔵庫詳細図> 

･SD2-1、2-2･･･100mm 程度 

宜しいです。 

261.  設計書 A412-

1 

収蔵庫詳細図 SD2-1 について、枠廻りに開口部後打ちｺﾝｸﾘｰ

ﾄとありますが、ﾓﾙﾀﾙ充填のことと考えて宜し

いでしょうか。 

宜しいです。 

262.  設計書 A137 

A412-

2 

建具表 

収蔵庫詳細図 

SD2-2 について、建具表は AT ですが、収蔵

庫詳細図では PAT とくい違います。収蔵庫詳

細図を正と考えて宜しいでしょうか。 

宜しいです。 

263.  設計書 A138 建具表 下記建具に特殊枠とありますが、詳細図･枠形

状の記載がなく、納まりが不明です。特殊枠の

具体的な内容を御指示下さい。 

･SD2-5、2-6、2-10、2-12 

AT エアタイトの気密性ある枠です。 



264.  設計書 A140 建具表 SD2-32 について、形式欄に片開扉とあります

が、姿図より両開扉に読み替えて宜しいでし

ょうか。 

両開きが正です。 

265.  設計書 A145 

A236 

建具表 

雑詳細図 

各内部 SG について、雑詳細図 1 に化粧ﾙｰﾊﾞｰ

とありますが、背面部にﾀﾞｸﾄ接続枠･ﾁｬﾝﾊﾞﾎﾞｯ

ｸｽ･吹付材等は不要と考えて宜しいでしょう

か。必要な場合は詳細図を御指示下さい。 

ダクト接続枠は必要です。チャンバーボ

ックスは設備工事、吹付材は不要です。 

266.  設計書 A127 建具表 外部 AGR-1 について、上記 SG 同様ｶﾞﾗﾘ背面

の納まりが不明です。ﾀﾞｸﾄ接続枠･ﾁｬﾝﾊﾞﾎﾞｯｸ

ｽ･吹付材等が必要な場合は詳細図を御指示下

さい。 

ダクト接続枠は必要です。チャンバーボ

ックス、吹付材は不要です。 

267.  設計書 A144 建具表 BG:ｶﾞﾗｽ防煙垂壁について、ｶﾞﾗｽ欄に FL8･10 

PWC15･32 とありますが、適用ｶﾞﾗｽが不明で

す。PWC6.8 で見込んで宜しいでしょうか。 

PWC10・FL8 の合わせガラスとしてく

ださい。 

268.  設計書 A126 

A127 

A142 

建具表 外部建具表 SSE2-7･2-9 及び内部建具表 SS2-

2 について、枠仕上:S FP 焼付又は S SOP と

ありますが、ｽﾗｯﾄの材質･仕上のことと考えて

宜しいでしょうか。 

宜しいです。 

269.  設計書 A142 建具表 FS:ｼｰﾄｼｬｯﾀｰについて、ｽﾗｯﾄの材種･仕様が不

明です。耐熱ｶﾞﾗｽｸﾛｽ製と考えて宜しいでしょ

うか。 

樹脂コーティング耐熱ガラスクロス 

t=0.7mm としてください。 

270.  設計書 A126 建具表 上記 SS 及び FS について、SSE2-7 を除き、ｼ 宜しいです。 



A127 

A142 

ｬｯﾀｰｹｰｽは天井内隠ぺいかと思われます。

SSE2-7 はｽﾗｯﾄ同様、FP 焼付塗装とし、隠ぺ

い部は現場塗装は不要と考えて宜しいでしょ

うか。 

271.  設計書 A142 

A218 

A219 

建具表 

建具詳細図 

SS 及び FS について、建具表に枠:S SOP と

ありますが、平面詳細図･建具詳細図より、枠

はｽﾃﾝﾚｽｶﾞｲﾄﾞﾚｰﾙ納まりか SUS 鏡面ﾊﾟﾈﾙ納ま

りとなっております。枠:S SOP は適用なしと

考えて宜しいでしょうか。 

鏡面仕上なので SOP は不要です。 

272.  設計書 A121 建具特記 ｼｬｯﾀｰについて、建具特記にｶﾞｲﾄﾞﾚｰﾙ･ﾏｸﾞｻはｽ

ﾃﾝﾚｽとありますが、座板も同様にｽﾃﾝﾚｽと考え

て宜いでしょうか。 

宜しいです。 

273.  設計書 A139 建具表 SWD2-26a について、備考欄に防音ｶﾞﾗｽとあ

りますが、ｶﾞﾗｽは単板 FL12 及び TPG15 とな

っております。SWD2-26b が合せｶﾞﾗｽのた

め、SWD2-26a 側は防音ｶﾞﾗｽの適用はなしと

考えて宜しいでしょうか。 

A214-2,214-3 サイレントルーム詳細図

の通りとしてください。 

274.  設計書 A139 建具表 SWD2-26b について、防音ｶﾞﾗｽとあります

が、合せｶﾞﾗｽの中間膜の仕様を御指示下さ

い。 

一般仕様の中間幕でよいです。 

275.  設計書 A139 

A214 

建具表 

ｻｲﾚﾝﾄﾙｰﾑ 

SWD2-26a･2-26b について、建具表は RW 充

填ですが、ｻｲﾚﾝﾄﾙｰﾑ詳細図は GW 充填とくい

違います。RW 充填を正と考えて宜しいでし

GW 充填としてください。 



ょうか。 

276.  設計書 A214-

2 

ｻｲﾚﾝﾄﾙｰﾑ ｻｲﾚﾝﾄﾙｰﾑ詳細図について、扉部の横断面図はご

ざいますが、扉部欄間 FIX 部の断面図がなく、

納まりが不明です。添付赤線部の枠の納まりを

御指示下さい。 

 

A214-3 サイレントルーム詳細図、

A220 建具詳細図を参照ください。 

277.  設計書 A220 建具詳細図 建具詳細図 3 について、下記の点を御指示下さ

い。 

① 平面詳細図部に 2F のみ St 方立:St30×65 

SOP 塗装とありますが、1F は方立･短冊ｱﾙ

ﾐなしの突合せｼｰﾘﾝｸﾞ納まりと考えて宜し

いでしょうか。 

① 宜しいです。 

② 宜しいです。 

③ 宜しいです。 



② 建具詳細図 3 の突合せｼｰﾘﾝｸﾞ納まりに該当

する 1F の建具は下記の単線表記の FIX 部

と考えて宜しいでしょうか。 

･SWD1-12、1-13、1-24、1-27、1-29 

･SW1-25、1-30 

③ 建具詳細図 3 の St 方立に該当する 2F の建

具は下記のFIX部と考えて宜しいでしょう

か。 

･SWD2-23、2-30、2-35、2-37 

･SW2-31 

278.  設計書 A220 建具詳細図 上記質疑に関連して、建具詳細図 3 では、

FL12 や強化 12 とありますが、建具表では

FL10 や TPG15 とあり、くい違います。ｶﾞﾗｽ

の仕様･厚みは建具表を優先と考えて宜しいで

しょうか。 

建具表姿図を優先してください。 

279.  設計書 A220 建具詳細図 建具詳細図 3 について、扉部の横断面図はござ

いますが、扉部欄間 FIX 部の断面図がなく、納

まりが不明です。添付赤線部の枠の納まりを御

A220 建具詳細図 3 の扉がない FIX 部

を参照願います。 



指示下さい。 

 
280.  設計書 A139 

A220 

建具表 

建具詳細図 

上記質疑に関連して、PC 取合部はｼｰﾘﾝｸﾞ納め

となっておりますが、LGS 壁取合部は天井部

同様、C-100×50×20 のｺ型枠の納まりと考え

て宜しいでしょうか。 

シーリング納めとしてください。 

281.  設計書 A010 

A126 

A128

～131 

A141 

特記仕様書 

建具表 

特記仕様書について、ｶｰﾃﾝｳｫｰﾙが適用となって

おりますが、建具符号 ACW･SCW に該当する

建具がありません。各種建具詳細図より、下記

建具はｶｰﾃﾝｳｫｰﾙと考えて宜しいでしょうか。 

･SWGE1-1～1-13 

･SWDE2-1、SWE2-2 

･SWGE2-3～2-5 

宜しいです。 



･SWDE2-2、2-3、SWE2-4a 

･SW1-33 

282.  設計書 A301 

～ 

A307 

建具詳細図 各 SWGE について、外部鋼製建具詳細図 1～7

がございますが、使い分けは下記のように考え

て宜しいでしょうか。 

･外部建具詳細図 1～4･･･SWGE1-1～1-10 

･外部建具詳細図 5～7･･･SWGE1-11～1-13 

宜しいです。 

283.  設計書 A044 

A129 

平面詳細図 

建具表 

SWGE1-9 について、他 SWG1-4 等は縦枠部

分が見切材 St FB-12×125 の納まりですが、

平面詳細図では見切りではなく、方立ｶﾊﾞｰ材

のような納まりとなっております。SWGE1-9

の端部の材質･仕上･納まりの分かる詳細図を

ご提示願います。 

 

284.  設計書 A033 

A034 

A069 

～ 

1 階平面図 

2 階平面図 

断面詳細図 1 

～ 

排水溝について、下記の断面詳細図の壁脇にそ

れぞれ排水溝の図示がありますが、平面図、雨

水排水設備平面図に該当の記載がありませ

ん。雨水排水設備平面図の設置か所を正と考

えて宜しいでしょうか。もし異なる場合は、設

置範囲、排水溝および蓋の仕様を御指示下さ

い。 

雨水排水設備平面図を正としてくださ

い。 



A074 

A076 

La008 

断面詳細図 6 

断面詳細図 8 

雨水排水設備平面

図 

･断面詳細図 1(X1-5 間)･･･Y1、Y5 通り 

･断面詳細図 2(X7 通り)･･･Y1-1500 

･断面詳細図 3(X8-9 間)･･･Y7 通り 

･断面詳細図 4(X8-9 間)･･･Y1 通り 

･断面詳細図 5(X13-14 間)･･･Y1、6 通り 

･断面詳細図 6(X17 通り)･･･Y4 通り 

･断面詳細図 8(X10 通り)･･･Y1 通り 

285.  設計書 A011 特記仕様書 植栽基盤整備について「適用する」と「客土」

に⦿がありますが、参考内訳書は A 種と B 種

の記載があります｡参考内訳を正とする時は A

種と B 種の使い分けを御指示下さい。 

客土を正とする時は黒土 t300 で考えて宜しい

でしょうか。 

客土を正としてください。 

客土は黒土で、地被類（張芝含む）は

t200、高木・中木・低木は、詳細図(16)

「鉢容量及び植穴容量」に準じてくださ

い。 

286.  設計書 A011 特記仕様書 舗装工事の試験費について確認ですが⦿がど

ちらも無いです。必要な時は御指示下さい。 

舗装工事に含まれるすべての試験を行っ

てください。 

287.  設計書 La16 詳細図 U 型側溝-1 と浸透桝についてｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞの仕様

が不明です。ｽﾁｰﾙ 亜鉛ﾒｯｷで考えて宜しいで

しょうか。 

ｽﾁｰﾙ製亜鉛ﾒｯｷ仕上げとしてください。 



288.  設計書 La17 

La18 

詳細図 自由勾配側溝のｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋について確認です

が､4m につき 1 枚とありますので PC 蓋とｸﾞﾚ

ｰﾁﾝｸﾞ蓋が交互になると考えて宜しいでしょう

か 

PC 蓋とｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋が交互になるとして

ください。 

289.  設計書 La18 

La19 

詳細図 ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞの仕様が不明です。ｽﾁｰﾙ 亜鉛ﾒｯｷで

考えて宜しいでしょうか。 

ｽﾁｰﾙ製亜鉛ﾒｯｷ仕上げとしてください。 

290.  設計書 La028 詳細図 ﾈｯﾄﾌｪﾝｽ門扉とｶﾞﾗｽﾌｪﾝｽの現場打基礎につい

て､配筋が不明です。D13 @200 で考えて宜し

いでしょうか。 

無筋としてください。 

291.  設計書 La023 詳細図 ｺﾝｸﾘ-ﾄﾍﾞﾝﾁについて､配筋が不明です。D13 

@200 で考えて宜しいでしょうか。 

無筋としてください。 

292.  設計書 La027 詳細図 親子開門扉がありますが詳細が不明です。基

礎を含めて詳細を御指示下さい。 

La028 詳細図(15)にある「ﾈｯﾄﾌｪﾝｽ門

扉」が該当します。 

293.     欠番  

294.  工事区

分表 

A002 建築工事区分 建築工事区分にて【37同上用溝蓋】とあり

ますが、具体的には壁にどのような溝蓋が

付くのかをご教示願います。 

誤記です。 

295.  特記 A004 一般共通事項 29 BELS 申請書作成及び申請手続きにおいて、

【※BELS 表示申請書作成及び手続きを行う

受注者が行う。】と記載があります。表示の材

質・サイズについてご教示願います。 

申請書作成および申請手続きは設計者が

行います。表示については本工事に含み

ません。 

296.  特記 A004 3 土工事 2建設発

生土の処理 

【受け入れ場所での処置 ※たい積】となっ

ておりますが、受け入れ先には重機があり、

よろしい。 



受注者側は運搬だけを考慮すれば宜しいでし

ょうか。 

297.  特記 A007 5-4 押出成形セメ

ント板 

【やむを得ず欠き込み等を行う場合は、下表

の寸法を限度】と記載がありますが、下表に

具体的な数値がありません。具体的な数値を

ご教示願います。 

使用製品の仕様書に従ってください。 

298.  特記 A008 11-3 とい といの材質で材種が 6 種類あります。備考に

は【SUS304、厚 2】と記載があります。とい

の材質を具体的にご教示願います。 

SUS は適用しておらず、樋はオープン

ドレインのみです。 

299.  特記 A009 12-3 軽量鉄骨天井

下地 

工法で【建築基準法に基づき定まる風圧力及

び積雪荷重に対応した方法】に対して【※適

用する】となっておりますが、風圧力が 1，

1.15、1.3 いずれで見込めば良いでしょうか。 

1 としてください。 

（構造躯体は「耐風設計上の重要度区分 

Ⅲ類（1.0 倍）」です） 

300.  特記 A010 15-2 メタルカーテ

ンウォール 

カーテンウォールの材料(17.2.2)の表ですが、

映像調整は見込まないと考えて宜しいでしょ

うか。 

宜しいです。 

301.  特記 A011 18-17 天井見切縁 材質が※塩化ビニル製となっておりますが、

外部はアルミと考えて宜しいでしょうか。 

宜しいです。 

302.  特記 A011 18-18 点検口 点検口の形式ですが、額縁タイプと考えて宜

しいでしょうか。 

天井伏図の凡例の通り、目地タイプとし

てください。 

303.  特記 A011 20-1 路床 路床の試験は行わないと考えて宜しいでしょ

うか。 

舗装工事に含まれるすべての試験を行っ

てください。 

304.  特記 A011 20-2 路盤 路盤の試験は行わないと考えて宜しいでしょ 舗装工事に含まれるすべての試験を行っ



うか。 てください。 

305.  特記 A012 24-3 他機関との協

議 

【3 他機関との協議】に〇が付いているが、

具体的な協議機関と協議完了見込み時期をご

教示願います。 

隣地 JR、UR 都市機構と工事に関して

適宜調整を行ってください。 

306.  外部仕

上表 

A019 その他特記事項 外壁打継目地・誘発目地で【15×12 目地棒を

用いて】とあるが、外壁の目地は 15 ㎜での考

えで宜しいでしょうか。 

12mm としてください。 

307.  内部仕

上げリ

スト 

A020 床コンクリート仕

上げ 

2 ヵ所コンクリート床に【防塵塗装】と記載

があるが、具体的に範囲をご教示願います。 

事務室 1、作業室 B、事務室 2・窓合盤

室、印刷室 

308.  内部仕

上げリ

スト 

A020 F8 アルミ製ブラシ

付きマット t22 

エントランスマット t22 ですが、押さえコン

クリートに打込みと考えて宜しいでしょう

か。 

打ち込みではありません。不陸がないよ

うに落とし込みとしてください。 

309.  内部仕

上げリ

スト 

A020 床レベル 【鋼製床下地組】1・2FL の基準ラインにて、

床仕上げ面を FL ラインし鋼製下地に段差を設

けるか、下地材を通して仕上げ材に段差を設

けるかご教示願います。 

施工精度もう考慮しで適宜ご判断くださ

い。 

310.  ピット

平面図 

A032 床下メンテ メンテ用昇降タラップは設置する旨記載在り

ますが、仕様が不明です又人通孔上部に取手

の必要は無いでしょうか合わせてご教示願い

ます。 

A231 1 階金物キープランに示していま

す。杉田エース SUS アングル型タラッ

プ同等品でお願いします。人通孔上部に

取手は必要です。 

311.  1 階平

面詳細

A043 PCa に取り合う建

具の下地 

SD1-6 や SWD1-12 といった PCa に取り合う

建具の取り付け下地ですが、上部上枠の為の

下地取付用に StPL アンカーを PCa に

埋め込む仕様としてください。 



図 2 下地と PCa の取り合いをご教示願います。 

312.  1 階平

面詳細

図 2 

A043 PCa に取り合う建

具の下地 

上記の建具の両側に下地がない為、PCa に取

り付けと考えて宜しいでしょうか。下地を立

てるのであれば、下地を隠すパネル含め、納

まりをご教示願います。 

PCa に取り付けます。下地取付用に

StPL アンカーを PCa に埋め込む仕様

としてください。 

313.  １階平

面図詳

細図―

３ 

A044 床下メンテ 【子供用 WC・授乳室】床下にピットが在るが

床に点検口を設けるのか、地中梁に人通孔を

設けるのかご教示願います。 

【子供用 WC・授乳室】床下ピットは配

管スペースとして利用していないので人

通孔は不要です。 

314.  断面詳

細図―

１ 

A069 軒天上 Y１通り軒天が RC で表示されているが、構造

図には記載がない LGS 下地と考えて宜しいで

しょうか。 

RC が正です。 

315.  断面詳

細図―

２ 

A070 断熱材貫通 【室外機置場】外断熱部分は複合板打ち込

み、手摺アンカーの取り方をご教示願いま

す。 

複合板を貫通させ StFB 製のブラケット

をコンクリートで埋め込み、としてくだ

さい。 

316.  断面詳

細図―

２ 

A070 断熱 【屋上の鉄骨】耐火被覆の有無に関わらず、

断熱の必要は無いかご教示願います。 

必要ありません。 

317.  断面詳

細図 5 

A073 収納の床荷重 活動室和室上部の収納ですが、耐荷重をご指

示願います。溝形鋼にて床補強を行っており

ますが、床組みについてご教示願います。 

施行令 85 条の居室相当（床 1800N/m2、

梁梁用 1300N/m2、地震用 600N/m2）を

想定しています。 

S104 M 階伏せずに床組の鉄骨下地は示

しています。 



318.  建具特

記 

A121 仕上げ 【その他】SSのガイドレール・まぐさ・幕板

等は SUS３０４とすると記載在るが仕上げが不

明なので、ご教授願います。 

HL 程度としてください。 

319.  外部建

具キー

プラン 

A124 EV シャフト感知器

点検口 

EV シャフトの感知器の為の点検口は見込むた

め、仕様をご教示願います。 

EV1 は天井材と同材のアルミパネル点

検口を水平面に設けてください。 

EV２は SD 点検口(特定防火設備 遮

煙) 

320.  内部建

具表 7 

A141 EV シャフト感知器

点検口 

SW1-33 は EV シャフトの感知器の為の点検

口が必要になると考えます。詳細をご教示願

います。(一部無目が入りパネル部分となり、

点検口がつく等。) 

EV1 は天井材と同材のアルミパネル点

検口を水平面に設けてください。 

321.  水廻り

展開図

―１ 

A203 鏡枠 【水廻り展開図】鏡の枠の仕様が不明です、

ご教示願います。 

枠なしです。 

322.  和室詳

細図 

A213-

2 

収納階段 収納に上がる階段が設置されていますが、点

検口と一体ではなく、分離されていると考え

て宜しいでしょうか。 

階段自体は天井点検口(天井蓋)と一体で

す。 

323.  ドーム

廻断面

詳細図 

A216 階段手摺 階段手摺の強度についてご教示願います。 1470N/m としてください。 

324.  建具詳

細図 1 

A218 シャッター下地 シャッター下地による PCa 欠き込み範囲につ

いてご教示願います。 

A505 Pca 柱表 2 をご参照ください。 

325.  建具詳 A220 欄間部分の建具 欄間部分の建具ですが、ガラス設置に伴い押 押縁はなく、けんどん、としてくださ



細 2 縁があると考えて宜しいでしょうか。 い。 

326.  雑詳細

図 1 

A236 ドーム天部非常用

照明 

ドーム天部非常用照明とノンフロン湿式不燃

断熱材吹付 t35 の取合ですが、見切は電気側

で見込まれていると考えて宜しいでしょう

か。 

仕上としての見切は不要ですが、施工の

ための仮設の見切は適宜想定してくださ

い。 

327.  雑詳細

図―７ 

A241-

2 

アンカー強度 【ドーム上部手摺】後施工アンカーに浮かせ

て固定強度不足する恐れがあります。固定方

法をご教授願います。 

アンカーピッチ@450 とし、 

下部に無収縮モルタルを充填します。 

328.  雑詳細

図 9 

A241-

4 

支柱 St□-16×16 支柱の強度についてご教示願います。 300N 程度としてください。 

329.  天井下

地補強

範囲図 

A556 ぶどう棚の有無 天井フトコロが 3,000 ㎜を超えるものはぶど

う棚が必要でしょうか。(事務室 1、トイレ

2、休憩室 A) 

事務室 1 はぶどう棚が必要です。その

他の室は不要です。 

330.  EV EV001 

EV007 

各種防音・防振対

応 

建築工事関係の 14 に対策例が記載あります

が、今回 EV1,2 共に対策不要と考えて宜しい

でしょうか。 

EV1 は隣接する室がないため対策は不

要です。 

EV2 は RC 造で対策が施されていま

す。 

331.  EV EV001 

EV007 

昇降路内の温度 【注意事項】に昇降路内の温度湿度設定があ

りますが、上部に機械で換気設備があると考

えて宜しいでしょうか。 

換気設備は設置されておりません。 

332.  記念碑 La010 

La021 

記念碑の据え付け 記念碑は現場支給品となっておりますが、据

え付けも行うと考えて宜しいでしょうか。ズ

レ止め等の処置も後工事と考えて宜しいでし

据付、ズレ止め等の処置は本工事に含み

ます。 



ょうか。 

333.  サイン Si001 グラフィック原稿 a.多言語表記に応じた、翻訳の費用を見込む

とありますが、何言語見込めば良いでしょう

か。 

英語のみ 1 言語を見込んでください。 

334.  フェロ

ーデッ

キ標準

図 

S015 デッキ床 ３．標準納まりとしてデッキの飲み込みが０

～１０と記載在るが、梁側の掛かり代は躯体

増し打ちと考えて宜しいでしょうか。 

宜しいです。 

335.   構造

図

S311

～ 

S312a 

PCa 柱脚詳細 柱脚部の球体寸法について詳細図と入札資料

の明細とで合わない部分があります。球面加

工部の寸法をいただけませんでしょうか。 

球面加工部の寸法は共通で下図としてく

ださい 

 

336.   構造

図

S311

～ 

S312a 

PCa 柱脚詳細 柱脚部の球体部は SN490B 材のご指示です

が、球面加工時の余長を含めました際に

SN490B 材では材料調達困難な場合、

SN490C (TMCP325C)としてよろしいでしょ

うか。 

宜しいです。 

337.  実施設 A013 総合評価方式にお 29 総合評価方式における技術提案書の確認 制限付き一般競争入札とする。 



計図 ける技術提案書の

確認 

の内容に〇がありますが、今回の案件は制

限付一般競争入札と理解しています。総合

評価方式における技術提案は求められてい

ないという事でよろしいでしょうか。ご教

示ください。 

338.  実施設

計図 

A701

～

A711 

仮設計画について A701～A711 に記載の仮設計画については参

考仮設という事でしょうか。指定仮設という

事でしょうか。ご教示ください。 

入札時の仮設計画については計画図によ

るもので計上としてください。施工時に

ついては協議の上、変更可能とする。そ

の場合、工事費については適切に積算

し、増減の対象とする。 

339.  実施設

計図 

A712 仮設計画について 今回の工事は JR 東日本との協議によって

は、近接施工になるかと思いますが、その際

の費用は今回見込まないという事でよろしい

でしょうか。ご教示ください。 

JR 東日本と協議を行っています。本工

事に関しては近接施工とはなりませんと

の回答を得ている。 

340.  実施設

計図 

A034  2 階に 一般収蔵庫、特別収蔵庫がありますが枯

らし期間が必要な収蔵品の収蔵は想定されて

いるのでしょうか。 

また、指定工期内に枯らし期間は含まれるので

しょうか。 

ご教示ください。  

 

含まない。 



341.  実施設

計図 

A701  ご提示頂いた資料に総合仮設図が添付されて

いましたが、公道を含めた計画敷地外を使用し

ての計画となっています。 

行政との打合せはされており、敷地西側の歩行

者優先道路、北側の空地は全工事期間中、作業

ヤードとして使用してかまわないという理解

で宜しいでしょうか。 

ご教示ください。 

よろしいです。 

342.  その他   確認申請はいつおりましたか。ご教示くださ

い。 

 

令和８年３月１２日 

343.  その他 

 

  議会承認の予定はいつでしょうか。 

ご教示ください。 

R8.9 予定。 

344.  その他   今事業は、補助金事業でしょうか。 

補助金事業の際は、年度毎の出来高等の条件

はございますでしょうか。ご教示ください。 

補助事業となります。 

345.  その他   土壌汚染対策法の届け出は提出されています

でしょうか。ご教示ください。 

工事着手 30 日前までに請負者にて提出

してください。 

346.  その他   別途工事との兼ね合いで、建物引き渡し後の、 引き渡し後の常駐は必要としません。 



弊社社員の常駐は必要でしょうか。 

必要な場合の期間をご教示ください。 

347.  その他   本建物の仮使用は想定されていますでしょう

か。想定されている場合の範囲・検査・法的

条件をご教示ください。 

想定していません。 

348.  その他   竣工時の諸官庁検査と別途工事の関係をご教

示ください。 

検査に係る部分及び完成前に先行して工

事を行わなければならない部分（壁内の

配線等）の別途工事に関しては工事期間

中に請負者、別途工事業者間で調整の

上、、進めてください。検査等に関係の

ない工事及び引渡し後で可能な別途工事

については基本的に引渡し後の工事とし

ます。 

 

349.       

350.       

351.       

352.       

 


